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研究ノート
起立工商会社と松尾儀助
? ?
幸
?
1. はしがき
起立工商会社とは，明治6(1873)年にウイーンで開催された万国博覧会
の関係者に薦められ成立した会社（最初は略称に，工商会社の名称が使われ
るが，起立を略して使用している）であり，現地での契約交渉を委託され，
博覧会事務局の保証と政府の法制的金銭的援助を受けて設立することにな
るI)。
この第一回博覧会は，政府が国内参加を呼びかけるウイーン万国博覧会で
あったが，この当時民間の出品賛同者は博覧会の趣旨を十分に理解がされず，
展示品の主要な大部分は政府が，東京で道具商から購入して調達することに
なる。この任にあたったのが，のちの副社長若井兼三郎である。かれらの努
力により出品物の調達，あるいは自己の売却品が博覧会に提出されたのであ
る。
松尾儀助は，佐賀県の士族で，明治以後は茶業を営んでいたが，のち上京
してわが国で最初に紅茶をつくり出し，輸出産業の茶業が注目されてくると，
この出品の趣旨から博覧会の随行員として派遣され，もち込まれた物品の販
売に従事していたが，のちには若井だけは事業から手を引き自己の手で商業
に従事することになる。
この二人のウイーンでの仕事は，「澳国博覧会派遣副総裁書記官事務官並随
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行員職務分任人員表」にみえ，及び関係文書によると，
製茶商（茶其他商品取調） 佐賀県下松尾儀助
明治07年01月帰国
道具商（商品取調）
明治07年08月帰国
東京府 若井兼三郎
とみえ，ウイーン万国博覧会副総裁佐野常民の上申書によると，「輸出ヲ増益
スヘキ筋ヲ多分講究シ又西洋諸器ノ代価ヲ日本品二比較貿易上二於テノ利不
利ヲ計リ物品ノ巧拙ヲモ熟知セシメ候筈二候」とあり， (1)現地へ公費をもっ
て出張すること， (2)売捌販売を担当する， (3)輸出増大の方策を調査すること，
(4)西洋との物品と価格差とその原因，などを調査することであった乳
現地に於いての業務は，売店売捌を担当することであるが，博覧会に参加
することになる丸これは現地での販売知識が皆無に係わらず販売員の不足
をカバーすることが必要で，いわゆる間に合わせの人員調達であった。
この澳国博覧会では，参同の前後に，政府の側のみならず，その随行する
人たちにとっても多難な問題が出起し，事件が多発して苦労が多かったし，
後処理にも長期間を要したのである。ようやく明治11(1878)年7月になっ
て，松尾儀助と若井兼三郎の両者に「事務格別勉励候二付」，金三拾円を下賜
されている4)。これらは，いわゆる全員が出張費を辞退したことにより，それ
に対する対価が支給されたのであろう。
なお両名は幕末から明治初期の人名辞典に，姓名経歴をみることがないの
は，あまり社会的に関心をもたれず，のちに廃業したことによるのではない
か。この起立工商会社の業務を，製作品と人物に付いて取り上げているのは，
美術史の分野の研究者であり，明治初期から中期にかけての美術工芸品が，
海外へ輸出された結果から，各地で保存状況が明らかにされている凡
ここで取り扱うのは，まずなるべく多くの資料によりながら全経歴，日本
における国策会社のあり方と，輸出貿易政策の時期的変更から，補助金の打
切りにおよぶ政府の企業補助に対する政策の変更をできる限り，明らかにす
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ることにする。
2. 松尾儀助・若井兼三郎の経歴
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松尾儀助は，佐賀県の出身で，家業は茶業を営んでいたのであるが，東京
に出てきており，大隈重信の知己により，ウイーン万国博覧会に日本商品の
販売を担当することになって，博覧会事務局員とともに随行することになる。
また若井兼三郎の経歴は，あまり明らかではないが，東京•松山町に住し，
ウイーン万国博覧会の出品に意欲的であったが，自己の販売品を出品すると
ともに，自己の費用をもって漆類を購入し出品している。「本局二於テハ尚ホ
東京府下ノ古道具商及製造人等ヨリ新古ノ漆器其他細小ノ製造品二至ルマデ
之ヲ蒐集点検シ」とある出品物の採集が，これに該当するのであろう 6)。
博覧会ののち，漆器の製作の改良に努め，新しい製作をしていて，松尾儀
助の名ではあるが連名でエ労賞を受けている。それ以後の業績は明らかでは
ないが，起立工商会社の副社長として活躍し，政府からの補助金が切れたの
ち，退職しているのである。その後，若井は美術品で経営を営む道具屋で，
現在の言葉に置き換えるとコレクターとでも言える人であり，美術品の展示
で各地を廻り，それを購入するという収集家でもあった。最初にあらわれる
のはウイーン万国博覧会への多量の日本品を自費で出品するという道具屋で
あり，ウイーン万国博覧会では，つぎの出品物について
1857ニニ五小箪笥 東京若井兼三郎
1858ニニ六小筆笥 東京若井兼三郎
1865二三一衝立 東京若井兼三郎
1982無番号貝桶 一対・古物東京若井兼三郎自費出品
以下，省略点数 他六六点 総て現地で売却する。
3260ニ 鎧 東京若井兼三郎
3265三 馬具 鞍鐙 東京若井兼三郎
3266按六号の附属 泥障 東京若井兼三郎
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3321 鎖り帷子 東京若井兼三郎
と『出品目録』に見えている。このことは博覧会には間に会わないので，自
己の所有している道具を以って埋めることにしたためであろう。
その他，出品のうち褒状をうけたものに，
進歩賞漆器 若井兼三郎
とみえているが，出品目録には挙げられていない鸞
ウイーン万国博覧会への出品に就いて，当時の民衆は，どのように博覧会
の意図を受け取ったのであろうか。平山成信は，「回顧五十年」で，
（前略）当時ハ民間二於テ博覧会ノ何物タルカヲ知ル人サエナケレハ固
ヨリ自費出品人ノ有ルヘキ筈ナク出品ハ全部官費ヲ以テ買入レタ故二本
邦物産一切ノ標本ヲ揃へ得タルノミナラス参考トシテ若干ノ古物品ヲモ
出陳シタカラ日本ノ美術，技芸，産業ノ状況ヲ遺憾ナク展開シ各国人ヲ
驚嘆セシメタノハ当然ノ事デアル
とみえており，出品に困難をきわめたが，危惧するよりは生むが安しで，そ
れとは反対に欧州人には好評を博したのであった8)。
その結果，需要に応じて起立工商会社を設立せざるを得なくなり，起立工
商会社の副社長として活躍することになる。個人的には自己の経営に不満を
もつていたのであったが，経営の運営に支障をきたし，明治15(1882)年に
は，工商会社を辞めているのである。こののちは林忠正と共同で複製浮世絵
の販売に従事するように，自由に行動をとっている％
松尾儀助の報告によると 10), 輸出事業の発端を述べるに際して，
明治六年我邦澳国博覧会へ参同出品ノ挙アルヤ余乏ヲ随行員二承ケ澳都
維納府二到リ物品販売等二従事シタリシニ我邦ノ物品該会二於テ大二声
価ヲ得其閉会二先キダチテ英商「アレキサンドル，バルク」会社ハ我邦
出陳ノ神社庭園等悉皆之ヲ購ヒテ英京倫敦二移シ且我商工卜特約ヲ結ビ
精良ノ物品ヲ製出セシメ右家屋二於テ汎ク之ヲ欧州二販売セント請ヘリ
是二於テ乎儀助率先シテ商社ヲ起シ彼会社ノ需メニ応ゼリ即チ我起立工
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商会社是レナリ蓋シ当時ハ未ダ会社法ノ制定アルニ非ラズバ内務省二請
フテ其允可ヲ得且補助ヲ仰ゲリ是レ我邦商会ノ始メナリ故二会社ノ如キ
モ澳国博覧会二起因スル事固ヨリ喋々ヲ須ヒス今左二項ヲ追フテ当時我
邦物品輸出等ノ状況ヲ略陳セン
とあり，明治6 (1873)年11月に博覧会の後，日本家屋をロンドンヘ移転す
ること，その家屋内で日本商品を販売するため英国商人との契約，ウイーン
商人ワサロとの間に日本商品を販売する契約など，博覧会後の事後処理が山
積していた。起立工商会社の設立は，明治7(1874)年であるが，これは日
本での補助金を政府から経営上の運営のために，必要経費を受け取るため申
請した書類によるものであり，実際上の運営は博覧会の終了する明治 6
(1873)年11月で，その年の暮れからのことであろう。これには副総裁佐野
常民，事務官塩田真などの博覧会事務局の援助によるものであり，会社法な
どの未解決の法的問題が，山積していたのであった。
販売種目は，当時出品で好評のあったものが選定された。塩田真事務官の
大蔵省宛の書類によると，
漆器，陶器，銅器，織物縫物類，寄木細工，竹細工類，小間物象牙細工・
藤細エ・扇団扇・手遊類，茶，紙
でこれらは輸出工芸品に類するもので，竹などは植生の関係では欧州では製
造しないものも含まれていた匹
起立工商会社の経営内容について，同じく随行者の平山成信は，「回顧五十
年」で設立当時の事情を，つぎのように記している。
起立工商会社の抑々の起りは明治六年澳国維納博覧会での事です。佐野
副総裁のお声かかりで紅茶を日本で最初に造り出した松尾儀助と古道具
商の若井兼三郎とが彼地で創設したものですが，日本へ帰って銀座竹川
町に本社を置き明治七年の十一月三日即ち天長節を卜して開業式を挙げ
た時は松尾儀助，水町久兵衛，山城屋和助一此人は西南戦争の際金子方
を勤めて後に大蔵省で割腹をした人です一此の三人が今の重役という所
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でした。明治十年には本社を木挽町六丁目七番地出雲橋側の赤煉瓦の所
へ移つしたが建物は水町久兵衛のもので，始めて焼いた煉瓦で造ったと
いふので寸法がまちまちでだらしの無い家でした。爾来会社の首脳者に
も店員にも幾多の出入変遷が有りましたが，私だけは会社解散の明治二
十四年六月迄勤続し（後略）
としている。ここでは起立工商会社の盛衰について簡単に述べるに過ぎない
が，平山成信も起立工商会社の経営に参加していたことであった 12)0
これらの工芸品を輸出にむけて製作することに努力するが，品目は時代と
ともに盛衰があったが，これはわが国の輸出品目，仕向地における需要の変
遷と外国商館との売り込み競争による衰退とみることができる。明治30年の
経過をへて事業から手を引いていて過去のことを述べていることもあるが，
松尾助は，つぎの主な品目と変遷を解説している。
陶器，銅器，段通，絹織物，木綿，漆器，革，扇・団扇，花莞筵，紙類，
醤油
前記の品目とを比較したとき，その発展の結果，工芸的な品目から，半原料
が加わってきたことと，ここでは現れていないが，仕向地の需要関係に変更
が生じてきたことを示している 13)0
松尾儀助は，この設立時から国内でも活動を開始し明治11(1878)年には，
東京商法会議所では発起人が，会員加入の勧誘を行っているが，そのとき社
員（設立当時の名称）に推薦され，第一回集会に出席している。その後，明
治14年2月には第19回定式会議があり，工業事務委員に選出されている 14)0
明治18(1885)年の繭糸織物陶漆器共進会で，共進会へ出品の漆器につい
て，松尾儀助は功労賞を受けることになる。その受賞の理由については，故
人になった職人の代理人として，これに受賞したものであろう。
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東京府京橋区木挽町六丁目
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金参拾円 松尾儀助
近来漆器ノ粗製多ク為メニ海外輸出ノ減衰ヲ致シ仏国紙地製ノ模造器ハ
益市場ノ声価ヲ得我漆器二大障碍ヲ来スヲ憂ヒ数十回工夫試験ヲ経テ遂
二一種ノ紙製様地ヲ製出ス其堅牢固ヨリ普通漆器ノ比二非ス此様ニシテ
塗ルニ強靱ノ漆ヲ以テス日用器ノ輸出繁盛ヲ致スノ期果シテ方二近キニ
アリ其功大ナリ因テ之ヲ賞ス
としている。その他，このときには徳島の漆器，黒江漆器にも授与されてい
る15)。
明治20(1887)年7月21日には，松尾儀助は，渋沢栄一・大倉喜八郎・森
村市太郎らは，本邦貿易事業の発展をはかって貿易協会を設立した。この事
業は，その前年の明治19(1886)年6月2日に幹事会を開き，京橋区木挽町
にある起立工商会社の近傍（京橋区木挽町六丁目）に設置し，明治20年7月
1日に建築は完成している。のち貿易協会に附属する商品陳列所を設置する
予定であったが，辞退をしたので実現をみることはなく，農商務省商品陳列
館として，ょうやく明治29(1896)年に官制のもとにして成立することにな
る。松尾儀助は，関係機関の幹事として会議に参加するとともに，自己の経
営する事業の盛大になることを望んでいた16)。
このように起立工商会社々長としてだけではなく，業界のために，努力を
おしまなかったのである。
3. 起立工商会社の経営
設立当初から自己資金がなく，日本政府の援助を受けなければ，経営は成
り立たないので，このことに振り回されることになる。これらの企業は，っ
ねに政府の補助金がないならば経営の基盤が弱く，また経営努力が働かなく
政府の補助金に依存することへの期待感が存在した。監督官庁は，設立間も
無い内務省であり，業務報告される明治8 (1875)年に於いては，海外貿易
の上に於いて幾分問題があるけれども，保護することはやむを得なかった。
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「起立工商会社ノ保護
東京府下竹川町拾六番地二在ル起立工商会社ノ濫瘍ヲ考フルニ明治六年
澳国博覧会ノ時同国博覧会事務副総裁及ヒ事務官ノ誘導二因テ成立セシ
モノナリ是ヲ以テ爾来澳国博覧会事務局ノ所轄タリシカ九年同局ノ残務
ヲ勧業寮二引続キシニ因リ此会社モ亦同寮ノ所轄二帰セリ而シテ此会社
ニ於テ管理スル所ノ事項ハ商務ノ一端二属スルヲ以テ本局設立以来之レ
ヲ担任弁理シ己二是年六月二十六日二於テ其創立証書及ヒ会社定款ヲ許
認スルニ至レリ後来尚能ク此会社ヲ保庇スルカ如キハ海外貿易上二於テ
未夕必シモ小補無シト謂フ可カラサルナリ 」
ここでは，海外貿易の復興保護ということにのみ注目し，補助金のことにつ
いては触れていない17)。
ついで明治10(1877)年内務省第2回報告は，起立工商会社の採算につい
て報告している。
（前略）銅器漆器陶器其他ノ雑貨ヲ販売スル所ノ総金額拾壱万四百八拾
円余ニシテ此内米国費府博覧会ノ際該地二於テ販売スル所七万六千九百
円余同国紐育府へ販売スル金額壱万弐百八拾円余澳国維納府へ販売スル
金額三千八百五拾円余支那地方へ販売スルモノ六千三拾円余ニシテ其他
ハ内地二於テ外国人及内国人へ販売ス而シテ其純益トナルモノ金壱万六
百八拾円余ナリ（後略）
この報告では，博覧会での販売を含めて，純益10,680円余を得たことで成果
が上り，社会的には好評であった。
平山成信は当事者で，成立についてよく認知しているので，この経緯を「回
顧五十年」では，簡潔に伝えている。
維府ノ茶商「カルル・タラオ」氏ハ日本ノ出品ヲ見テ取引ヲ開始シ度キ
旨ヲ申出テタ事務官力商取引ノ約束モ出来ナイ故俄二随行ノ松尾儀助，
若井兼太郎両人ヲシテーノ会社ヲ組織セシメ起立工商会社卜名附ケ同社
ヲシテ「タラオ」氏卜契約ヲ結ヒ日本商品取引ヲ開始セシメタリ他日エ
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商会社ハ政府ノ保護ニョリ米国，仏国等二支店ヲ設ケ大二本邦工芸品ノ
発達及輸出二貢献シタルノハ顕著ナル事実デ先年同会社ノ解散セシハ惜
ムヘキテアル
としている。このように博覧会の効果は，すぐに顕在化したのであるが，そ
れに対応するような日本政府の計画ははじめから予定されておらず，政府と
の間に直接対応するようなことはできなかったのである。そのため急逮，松
尾と若井に会社を設立させ，政府が補助金をだし，保証を博覧会事務局で与
えることで契約をし，会社を発足することにしたのである19)0
起立工商会社と政府との関係は，補助金の問題で埋められているが，政府
文書に掲載されているものを挙げるならば，
『公文録』大蔵省明治7年12月第2
工商会社総代松尾儀助外ー名外国輸送ノ御国品製造資本金拝借願ノ儀二
付伺
『太政類典』第2編第161巻第3類産業10商業3 35 
工商会社総代松尾儀助等資金ヲ三井組ヨリ借入博覧会事務局之ヲ保証ス
(7年12月25日）
『太政類典』第2編第161巻第3種
明治9年 7月5日
東京府下起立工商会社保続ノ為三万円年賦貸下資本金臨時闊乏ノトキ三
十万円マデハ貸与ス
『公文録』大蔵省明治15年8月第1
明治15年8月8日起立工商会社米国支店卸シ売物品仕入金貸与ノ分返納
延期ノ件
『太政類典』第4編第27巻第3類産業，商業 36 
広業起立工商両会社へ貸与金処分並峰真与炭坑開採資金貸下ヲ聴サス
(13年11月2日）
『公文録』大蔵省明治15年8月］第12
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起立工商会社米国支店卸シ売物品仕入金貸与ノ分返納延期願ノ義二付伺
『太政類典』第5編第20巻産業，商業 35 
起立工商会社輸出品仕入資本貸与金等年賦返納ヲ允シ今後荷為換貸与金
ヲ停止ス (14年8月8日）
が関係文書としてあげられるが，これにより政府との金銭的関係をとりあげ
ることにする。
起立工商会社の設立は，政府の補助金なしでは成立しなかったのであるが，
その補助金は，年間30万，年4分の利率で， 10年間で返納するという条件で
借用した。明治9 (1876)年には，今後， 15年より 10カ年賦で， 16年度より
向10年賦ーカ年3~5万円づつ返納の取り決めており，その金額は在留本邦
領事館へ返納することの契約であったが，アメリカではフィラデルフィア万
国博覧会で日本製品の好評を得て，輸出したのであるが，取引の期限が返納
を迫っており，それが為に競売することがあり，このようなアメリカの商況
の誤算により，事業の失敗を招来することになる。
その原因は明治30(1897)年頃まで存続する居留地貿易の存在にあった。
わが国の輸出政策が，完成された工芸品よりも原料。半製品の輸出へと転換
したことによるものであり，仕向地でも美術工芸品よりも更にそれを加工す
る地域への輸出へと日本からの商品を切替えられることになる。この直貿易
による工芸品は，このような正統な価格を付した製品と，外国商館により買
いたたかれた安価な製品との間には，仕向地での安価競争を招き売れ行きに
は不振であったことが明らかで，輸出戦略には問題があった。
そのことから博覧会での出品委托人としての部面では，継続的に業務を受
け継いでいくが，海外支店の業務は廃止されることになる。
工芸品の製作は，下記の工場組織でおこなわれている。これが工場のよう
な形態を備えたものかは疑問視されるが，おそらく職人集団の集まりでマニ
ュファクチャー形態ではなかったか。たとえば陶磁器の絵付けの場合，本体
の製作は各地の窯元で行い，絵付けのみを東京の起立工商会社で行う加工方
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式で「東京彩画磁器，花瓶各種（磁器ハ，尾張・肥前ノモノヲ用ユ）」とあり，
絵付職人のみが東京に集められたのであろう 20)。従業者の数は， 53名であり，
比較的小規模の工場であった。
これらの設備だけでは，全製品をカバーできないので，製造する品目にも
よるが，製作者と契約により指図依頼をし，原図を提示して年間の製作数を
決めていたのであろう。ここで製作者を記入していないのは，銘記を省略し
たもの，あるいは起立工商会社の企画のもとに製作したもの，であったので
はないか。ここでは製作者，製作場所を掲げていないものを以下掲げてある。
これらの指図には，『温故図録』に見られるように，欧米の図式法による設
計図であらわされるのではなく，和紙に見取り図を書いたもので，指示され
たのであろう。たとえば緞通などの大型の図柄は，輸出に適当であり，仕向
地の意向にあう，あるいは注文に合致する10分の 1図を岩絵具で描き，これ
を特定の製織地域（泉州堺）に送り，あるいは持参して原図をもって注文し，
これを契約した工房，あるいは工場で，原寸の組織図に改めて書き直したの
ち，製織にあたることになる。このときの製図は，原図を見た上で，組織図
に書き改められた21)0
これらの博覧会への出品，および事業の内容は，つぎのようになる。
東京起立工商会社
創設時日 明治7年11月3日
設置場所 銀座竹川町十六番地
木挽町六丁目七番地
京橋区三十間堀一丁目六番地
製作品 磁器，家具，書架，策笥，盆，額，衝立，厘，銀器，東京織縣，
頸纏，刺繍家什，吊紗，水晶女装具，筆記具，壁紙，銅鋳器，彫刻器，
画帖，屏風（以下，省略）
各府県 （明細を省略する）契約依頼をした個人（職人），商店，会社
組織をなしていた輸出品製作者，また博覧会に出品を希望する国内業者
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海外販売支店 パリ支店，ニューヨーク支店
海外からの要求に応じ，漆器を中心に，あらゆる伝統的工芸品を直輸出す
るもので，海外に支店を設けられ，国内組織としては，職人を集中化して自
己の指図下におき，在来からある職エと契約により製作させ，いままでの居
留地貿易から直輸出へと転換させ流通組織を再編成するものであった22)。
販売支店のうち，ニューヨーク支店での日本雑貨の販売状況に就いて『東
京日日新聞』に記載されているが，内容からみて起立工商会社であることは
明らかである。
0日本の雑貨 紐育の日本の雑貨店にて相替らず売捌けの宜きものハ日
傘扇子団扇の三種にして其中にも中等以上の婦人が遊歩又ハ夜会などに
赴く時ハ大方日本製のふくさ扇子を携へざるハ無き程に流行せりといふ
然るに其扇ハ蟹目の固きを嫌ひ安らかにスラリと開くを好むと云ふハ開
閉の度パチパチと音のするハ人の耳に障りて失礼なるに由ると云ふ我国
の諸種しつけ方など云ふ物の本にも扇を開くハ双つの親骨を左右の手に
てフと持ち直にサラサラと開くべし杯記せり彼のパチリパッチリと殊更
にやるハ野暫間めくとて我国の職工も其好に応ずる様に調へて輸出する
と云ふ其他陶器漆器銅器を始め総て口物の上等品ハ夏向には首に避暑地
方へ携帯して売捌くと云ふ此ハ暑気に向ヘバ同地の中等以上の紳商ハ我
ガ箱根伊香保の如き幽口の地へ旅行するゆゑ其地の旅店に持往く時ハ存
外の利を得ること有れバなりと云ふ概して此等の品物ハ夏向ハ我国にて
云ふ霜枯の気色にて景気の附くハキリストマス前後に在り此方より荷物
を送るも能し其時候を考へ合すべしと頃日彼国より帰朝せし人の語れり
という状況を述べているが，アメリカから帰朝した人が，このような事実を
語っているのは，起立工商会社の関係者以外はありえない。当然な市場の観
察は，自己の輸出品である陶器漆器銅器と扇子に向けられているので，間違
いないであろう 23)。
この関係する博覧会は，明治16(1883)年9月1日から開かれたボストン
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技術工芸万国博覧会で，わが国からは，起立工商会社ほかが出品している。
ただこの博覧会は，わが国にとっては，フィラデルフィァ博覧会の出品物と
同じであり，全く観覧者にとっては不評であった。
4. 松尾儀助の業績
明治6 (1873)年のウイーン万国博覧会の閉会ののち，佐野常民，塩田真
の援助のもと，起立工商会社を設立することになる。この会社は，海外の需
要にこたえて，大量生産をすることにし，いままでの伝統的職人を再編成し，
統一した組織を作り上げ， それができない部分では，工芸品を工場生産にま
で高めることにしたのである。企業形態からいうなら国策会社で，政府の監
督下にはあるが，その製作品は起立工商会社の手により輸出され，また海外
博覧会，あるいは国内博覧会への出品となった。博覧会は輸出関係品の現物
見本を展示することに転換したのであった。
以下，順を追って万国博覧会での活動をみていくことにするが，長い期間
に関係するので，博覧会の記録だけに止まらず関連事項をも記さねばならな
いことは多いが，ここでは省略することにする。それについては，関係文書
を参考にされたい。
明治 8 (1875)年メルボルン万国博覧会
このとき出品要請された品目は，天然物，諸製造物の 2種であるが，明年
の博覧会のこともあって，適当の経費をもって出品することに決定した。こ
のとき起立工商会社は，社名を使わずに，松尾儀助と若井兼三郎両名は，元
価6,000円で，
新古漆器，銅器，東京絵附，陶器類，織物，縫物，傘，扇，紙類，象牙，
鼈甲細工，小間物手遊類
を出品しているが，このとき同行したのは起立工商会社社員の西尾喜三郎で，
この同行が最初であった。なお彼は明治22(1889)年のパリ万国博覧会まで，
起立工商会社の仕事をしている。
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このとき彼は，出品人総代の一人として派遣されたのであり，起立工商会
社の代表であったが，出品委託人ではなかったのである。
出品物は，あまり変化はないが，漆器に新古とあるのは，製作が間に合わ
なくて使いふるしのものを，出品しなければならなかった程，売れ行きが良
かったと想定されるのである 24)0 
明治 9(1876)年フィラデルフィア万国博覧会
このときには，設立後の最初の業務であり，また国内では，第一回内国勧
業博覧会を控えていて，「本邦品の紹介たると同時に又主催国乃至参同国の出
品物に対し周到なる調査研究を遂げ以て我国殖産興業の直接の利益たらしめ
んとせり」とするように，ウイーン万国博覧会とは性格をことにするものと
なっていた。このとき起立工商会社は，成立からあまり期間を経過していな
いので，勢力的に出品をしているが，明細を明らかにしない25)。
明治1 (1878)年パリ万国博覧会
この参同は，わが国にとって，第3回目の参加であり，経験を重ねるに従
ぃ，より周到なる準備をするべく，出品参加者に細かく指示をし，また荷造
についても指図をしている。これは日本と欧州との気候の差異が問題であっ
た。起立工商会社では，出品種別により掲載し
策笥，磁器，歯磨，猷紗，手巾，金銀製品，古銅器
などを出品しているが（細目は省略），広い範囲におよんでいることは，変わ
りはない。出品委託人としての姓名は出品目録にはみえない26)0 
明治12(1879)年シドニー万国博覧会
起立工商会社は，単独では出品せず，三井物産会社，大倉組との共同で，
官費渡航ー名（近藤英治），自費渡航ー名（赤羽定教）として登録されている。
受賞の起立工商会社は，ー等賞五，特等賞二，殊賛賞ー，表栄賞二，合計十，
銅牌六を獲得したのであるが，それ以上の出品があった。批評は，部分的で
はあるが，「漆器 工商会社ノ出品二係レル棚ハ漆エノ翠ヲ抜クモノニシテ品
格殊二高超ナリ然リ而シテ此般ノ貴品ハ之ヲ要スルニ我市場二上スヘカラス
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較低廉ナル茶盆箱函等ハ往々需求スルモノアルヘシ」としている。なお贈品
目録に第四号漆器書棚とみえ，起立工商会社は，他の同行二社とともに贈っ
ているのがみえる27)0
明治13(1880)年メルポルン万国博覧会
欧米各国は，豪州植民地の繁栄を願い，貿易のために航路の開設をしてい
るが，それに後れをとることを避けるため，二度の開催に成績がよかったと
はいえなかったが，それにも関らず「我とし通商拡張の為めには何等畏恐す
るに足らず百方奨励し出品を纏むるを得たり」とし，天然物及食料品，製造
品に分け出品しているが，その出品取扱依託者は，五名を決め，そのなかに
出品依託引受人として，起立工商会社代人として，西尾喜三郎が，前回と同
様に担当している。ただどのような職務があるのか，単に業界の輸出担当者
として任命されているのか，文面だけでは明かではない。
その結果は審査には問題があり，受賞者が決らなかったが，ょうやく日本
の受賞者は等級を付けることで決定され，受賞者名を書き上げることはない
が社名を掲載している。ここで秋山貞次と連名で表示されているが，この理
由については明かでない28)。
東京府二等褒状銅器 起立工商会社
三等褒状同 起立工商会社
秋山貞次
四等褒状縦通及薦 起立工商会社
秋山貞次
五等褒状陶器 起立工商会社
銀牌 七宝 起立工商会社
秋山貞次
二等褒状七宝及金銀細工 起立工商会社
名誉賞状蝋燭 起立工商会社
秋山貞次
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銅牌 漆器 起立工商会社
三等褒状漆器 起立工商会社
秋山貞次
四等褒状玩弄品 起立工商会社
秋山貞次
五等褒状籠類 起立工商会社
秋山貞次
二等褒状肩掛 起立工商会社
秋山貞次
四等褒状稜欄皮 起立工商会社
秋山貞次
明治18(1885)年ロンドン万国発明品博覧会
場所はサウス・ケンシントン博物館で開催せられ， 5月から 6ヵ月の予定
であった。このとき東京砲兵工廠の村田銃が始めて出品されている。また会
社には名誉賞状が授与され，
起立工商会社銅器花瓶金賞 一個
のほか，出品依托人としての関係が維持されている29)0
明治19(1886)年ニュールンペルグ金工万国博覧会
報告によると，「本邦出品人ニシテ金牌ヲ得タルモノハ起立工商会社七宝会
社ノニ社」であり，個人の出品ではなく，会社としての出品であった。この
時は，博覧会が金工のみであるので，金工品を製作することに日本独自の細
かさを発揮したことであろう 30)0
明治21(1888)年バルセロナ万国博覧会
このときの博覧会は，スペインでは最初の開催ということもあって，期日，
展示に変更が見られた。そのため出品委托人に委託された起立工商会社は，
その手配に振り回されることになる。その経過は，
府下起立工商会社々長松尾儀助ヲ本会出品委托引受人トナシ補助費トシ
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テ本会経費中ヨリ金壱万三千円ヲ以採集費二充テシメ各出品主ヲシテ皆
其出品ヲ委托セシム，蓋シ外国博覧会二参同スルニ方リ出品委托引受人
ヲ置キ官之二補助費ヲ給与シタルハ本会以テ喘矢卜為ス
としているが，この報告では，出品委托人としては最初であるとしているが，
それまでの行動は単に起立工商会社として出品人のみの資格であった31)0
松尾儀助は，開催の後れから荷物の輸送に手間取り，ょうやく社員4名を
派遣し，明治20年5月より， 21年1月までの間に， 740箱の出品を発送したに
も関わらず，予期の盛況には達することはなかった。この出品製造人は，直
接の製造のものと，委託して製造をするものとに分かれるが，多くの受賞者
を出しており，
起立工商会社漆器，縫箔絹物，銅器，銀器，磁器，薄荷
出品製造人 磁器，レース，銅器，紙細工，七宝，絹糸，麦酒，扇子，
陶器，薫香，紋革，雨傘，磁器，七宝器，縫箔，漆器，陶
器，部屋着類，寝台掛
とみえ，種類は多彩であらゆる日本の物品に及んでいるが，その殆どは在来
の工芸品で彩られ，真新しいものは目に付かない32)。
なお序文に「詳細ノ景況及彼国商勢ノー斑ハ出品被托者起立工商会社々松
尾儀助ヨリ萩二呈出セル報告書ヲ載セテ詳ナリ」とあり，別に報告書が存し
たが未見である。
このときパリに留学していた久米桂一郎氏の話として
（前略）当時出品委託者として出品協会の役割をしたのは起立工商会社
で，以前同社巴里支店の支配人であった大塚琢造氏が全部の事務を担当
し，元商務局長の甥，牛窪第次郎氏（後山中商会の紐育支店長となる）
と，西語の通訳としてマカオ生れの葡萄牙人シメディオス及大工の石村
を連れて出張した。私は其二年前から巴里に留学してゐたから，工商会
社長松尾氏の紹介で事務の手伝ひを頼まれ，二十一年の二月にバルセロ
ナに到着し，荷解きから販売まであらゆる雑務をやった。以上の他には
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出品者としては一人も出張したものはなかった。
とみえている。このように経費節減に対して，起立工商会社は政府の代理人
としての役割を果たしたものであった。なおここでは品質について記してい
る部分があるが，ここでは省略することにする33)。
明治23(1880)年メルボルン万国博覧会
出品依托人となり，社員の西尾喜三郎，蒲原竹次郎の両名が，渡航してい
る。東京からは秋山貞次が，出品依托人として渡航していた。ところが審査
に問題が起こり，委託人に有利に働き，多量の授賞者がみえている。
三等褒状 銅器 東京府起立工商会社
秋山貞次
四等褒状 緞通及薦 東京府起立工商会社
秋山貞次
五等褒状 陶器 東京府起立工商会社
銀牌 七宝 東京府起立工商会社
秋山貞次
二等褒状 七宝及金銀細工 東京府起立工商会社
名誉賞状 蠣燭 東京府起立工商会社
秋山貞次
名誉賞状 友仙染 東京府起立工商会社
秋山貞次
銅牌 漆器 東京府起立工商会社
三等褒状 漆器 東京府起立工商会社
秋山貞次
四等褒状 玩弄品 東京府起立工商会社
秋山貞次
五等褒状 篭類 東京府起立工商会社
秋山貞次
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二等褒状 肩掛
四等褒状 稜欄皮
東京府起立工商会社
秋山貞次
東京府起立工商会社
秋山貞次
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なおこれらは，府県別に分類されているが，すべては東京府となっており，
また出品依托人の書類に連名で記されているのは何か問題があるのであろ
う。
明治23(1890)年パリ万国博覧会
『農商務省報告」によると，
本会出品依托引受ヲ府下起立工商会社社長松尾儀助二命シ出品人中自ラ
渡航シ能ハサルモノ、タメ本省ノ認可セシ一定ノ手続二拠リ物品売却及
持帰等ノ事ヲ依托スル事ヲ得セシメタリ本会々務処理ノタメ其九月事務
官及事務官補各壱名十二月事務官壱名事務官補弐名ヲ起立工商会社ハ同
時社員三名ヲ渡航セシメ」ている。
出品依托人としての活動は，この博覧会までであり最後の事業である34)0
起立工商会社は「楼門並二飾棚建付等ノ為大エニ名ヲ派遣」していて設営
にあたっている。受賞者では，
金賞 25類錫銅器，鋳造物及ヒ打出細工 起立工商会社
同 29類山羊皮製品，玩具，藍篭，毛刷類 起立工商会社
銀賞 24類金銀器 起立工商会社
同 29類類山羊皮製品，玩具，藍篭，毛刷類
植松禰助（起立工商会社）
同 29類類山羊皮製品，玩具，藍篭，毛刷類
白山松哉（起立工商会社）
協賛牌
金牌 29類類山羊皮製品，玩具，藍篭，毛刷類
広塚茂兵衛（エ商会社）
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金牌 29類類山羊皮製品，玩具，藍篭，毛刷類
佐藤一秀（エ商会社）
ここでは起立工商会社の全出品数が不明であるので，受賞者のみを掲げた
が，全体的には，出品数は少なくなっているのではないか35)0
この明治24(1891)年の廃業の後，コロンブス博覧会の出品には，いまま
で出品依託人として政府の代行としてきたことがなくなり，混乱を生じるこ
とになる。この結果について，
明治二十六年市俄古博覧会の参同に当り，普通商品に対する出品管理は，
各府県の出品同盟会其他の団体が自ら其任に当ることいなったが，其不
統一と無節制とより開催地に於て諸多の困難を惹起し，事務局との関係
に於ても前例なき諸問題の紛糾を招き，事務官の更迭といふが如き希有
の事態をすら醸出して，殆んと拾収し難き有様であった。
とする海外博覧会の出品主体の不統ーから混乱を招くことになり，起立工商
会社の役割を再確認することになる36)0
5. 松尾儀助の見解
彼の残している「澳国博覧会後本邦輸出品ノ状況」があり，また講演を美
術界の各処でしているが，この輸出の状況は，過去の事実を述べたもので，
現実には当事者ではないわけである37)。これは起立工商会社の事業から輸出
の状況を述べたもので，求めに応じて記録したもので，すでに25年を経過し
ている時期に書き出したもので，その間の時間的経過を記していることに注
意することが必要である。内容は，設立，輸出製品（陶器，銅器，段通，絹
織物，木綿，漆器，革，扇，団扇，花莞筵，紙類，醤油）の輸出上の問題に
ついて詳述している。
経歴は前後するが，明治11(1878)年に竜池会の創立に参加し，また明治
20 (1887)年11月に，日本美術協会に改称されるので，その機会を通じて美
術界での書翰・講演がみられる。現在，分かっているものに，次のものがあ
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「松尾氏の書翰」『大日本美術新報』第7号鴻盟社明治17年5月31日
13ペー ジ。・
松尾儀助「金属器ノ貿易二付テー言ス」『竜池会報告』第7号 明治18年
松尾儀助「彫刻ノ利用（講演）」『日本美術協会報告』第4号 明治21年
松尾儀助「美術工芸品ノ輸出二付テ（講演）」『日本美術協会報告』第76
号明治27年
ここでは輸出工芸品の製作に際しては，仕向地の意向に沿った作品を製作
するべきであること，また特別の行動をとるべきでない， と述べている。
6. 松尾儀助の終焉
彼は，明治15(1882)年に政府からの補助金が打ち切られ，明治24年に廃
業することになるが，これは明治13年以降の緊縮財政による補助金打ち切り
による処置ではなかろうか。また明治23(1890)年は紡績連合会による操業
疇で，綿糸の生産過剰を休業で切り抜けること，政府では発行する報告類
を簡略化することで経費の軽減がはかられている。
松尾儀助は，明治35(1902)年1月15日に死去する。その追悼文に貿易と
工芸品の向上に対する功績について述べている 38)0
ところが叙位については従五位に叙せられるが，叙勲については，経歴書
中に，「失敗始末書」の記載があるために，授賞の対象にはならなかった。こ
の始末とは，事業の廃業のことをさすのであろう。
7. むすび
松尾儀助と若井兼三郎の起立工商会社は，その販売品目を美術工芸品に限
定し附加価値の高いものを販売していた。それに明治期の外国商館による居
留地貿易という一般的な商品と，直輸出による国策会社の商品との間には，
仕向地における価格差が存在した。そこには間接経費を多く必要とする起立
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工商会社の商品は，外国商人による安売り販売競争に価格の面で，対抗でき
なかったのである。居留地貿易は，国内業者の相互の対抗意識と，外国商人
による買たたきで，直輸出の商品の海外での販売を阻害したのである。
このことは小規模の経営が，輸出戦略の面で間接経費が掛り過ぎることに
なり，経営の維持を困難にしたのであり，政府の補助金にたよらざるを得な
かった。ところが補助金の請求は財政難から拒否することになったのである。
このような貿易拡張について，経済史の面から無視されてきたのではない。
すでにウイーン万国博覧会の参同効果を，起立工商会社の設立，および貿易
上の影響を認め「陶器・漆器・扇・団扇・革・木綿・絹織物・花莞筵・紙・
醤油等の如き輸出増加に貢献したといふ。その後の経過に就いては明瞭でな
いが，少くも以上は参同の貿易上の影響として注目すべき所であろう」とし
ている 39)0
今後の取り組みとして，日本における小規模の個人会社に政府がどの程度
の指導監督をするのか，あるいはどの程度の規模の会社に，補助金を与え保
護するのか，不安定になったときどのような援助がなされるのか，が問題に
されるべきであろう。
美術工芸品の輸出に努力を惜しまなかったのは，この起立工商会社だけで
はなく，高田商会，山中商会があり，各地に支店を設けて活躍している。た
だ政府との関係で，文書を欠いているので，その業績は公式文書からは明か
にすることができないのは遺憾である。
［資料］
『公文録』明治七年十二月大蔵省伺
ーエ商会社総代松尾儀助外ー名外国輸送ノ御国品製造資本金拝借願ノ儀二付
伺
『太政類典』第二編第一六一巻第三類産業十商業三
稟議ー エ商会社総代松尾儀助等資金ヲ三井組ヨリ借入処分
明治七年十二月二十三日大蔵
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大蔵省伺
博覧会事務局ヨリエ商会社総代松尾儀助外一人外国輸送ノ御国品製造資本闊
乏二付拝借金願出候趣ヲ以別紙ノ通当省へ伺出候付遂審按候処右ハ外国人ト
締約ノ末ニテ殊二事務官ノロロモ之有逐次物産繁殖ノ基礎二之有候ヘハ無余
儀事情二付如何ニモ右資本金貸渡相成可然被存候へ共過般第百六号御達ノ趣
モ之有於当省右資本金貸渡候儀ハ到底難相成然ルニ此際三井組三野村利左衛
門ヨリ金融可相成折柄二付事務局保証二相互可然存候就テハ別紙ノ通同局へ
建方取計致度依テ別紙書類相添此段相伺候（明治七年十一月二十九日）
伺 □ 此度限聞届候事（明治七年十二月二十五日）
博覧会事務局へ達按
工商会社総代松尾儀助外一人外国御国品製造資本闊乏二付金三万円拝借相願
候二付テハ昨明治六年澳国博覧会ノ節内外定約取結候顛末書類相添委細御申
立ノ趣致承知候右ハ外国人二対スル儀殊二事務官ノ
ロロモ之有結社定約二及候末無余儀事情相聞候間書面ノ通此際三井
組三野村利左衛門ヨリ金融為致其局保証二相立可然候尤別紙七号保護定限細
目中第六節へ掛紙ノ通御差加可之有此旨及御達候也（明治七年十一月大蔵）
博覧会事務局伺（大蔵省宛）
昨明治六年澳国博覧会ノ節英国アレキサンドルバルク会社ノ御国商人共トノ
間二御国品差送方ノ約定取結候始末柄大略左ノ通二付別紙ヲモ御参考ノ上委
曲御承知被下末件相伺候条厚御諒察被下御許容相成候様仕度候抑澳国博覧会
へ出張ノ英国事務局長オーベント申者ヨリ同国アレキサンドルバルク会社ノ
企望ナル由ヲ以テ御国ニテ建築スル処ノ神社其他ノ家屋ヲ倫頓二引移シ此処
ニ於テ御国産ノ諸物品ヲ売捌度右方法ハ物品ノ種類一々彼ヨリ注文ハ不致澳
国ノ会二陳列セシ物品ノ如キ彼地二於テ珍重且所望二可応品柄事務官ニテ見
繕七精粗種品ノ需用二適七所謂不深切ナラサル様厚注意製造イタシ代価モ成
丈下廉二出来候イタシ度勿論代価払方ノ儀ハ物品注文ノ時二別紙約束ノ通前
金ヲ差越シ出来ノ上横浜オイテ船積相済候ハヽ残金及ヒ荷作代運送其他ノ諸
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費ハ即時二同処出店英国バンクオリエンタル号ニテ相払可申旨談判ヲ成シ候
ニ付佐野副総裁ヨリ右オーベント数回談判ノ末右ノ方法二協同シ此方ニテハ
彼地へ召連候商人松尾儀助若井兼三郎二此商業為引受仮二会社ヲ立社号ヲ起
立工商会社卜名ケ追テ工商ノ内加入ヲ望候者モ之有検査ノ上可然ル者ハ加員
可為致積ニテ先右両人ヲ会社総代トイタシ製造品ハ博覧会事務局ニテ注意点
見イタレ可遣筈ニテ雙方先ツ五ケ年間為試締約為致右期二至ル時ハ弥雙方ノ
信義貫通可致二尚永久ノ条約ヲモ可取結筈二之有候乍去右両人素ヨリ巨商二
モ無之二付資本家ノ儀ハ官ノ助成ヲ不仰ハ此総代難相立卜申出其儀ハ副総裁
承諾イタシ候此他澳国商人タラオナル者之有元来東洋ノ物品ヲ売繋キ重二御
国井支那ノ産物ヲ手広二売買イタシ既二御国出品中陶器其他多少購求身元相
応ナルモノニテ向来益御国品ヲ売弘度趣芳時二談話モ有之遂二松尾儀助外一
人卜略前件同様ノ約束ヲ結ヒ候儀ニテ畢党此二約ハ唯商法上二関係イタシ候
儀ニハ候へ共数月間互二会話応答ノ際彼我相信任スルノ丹心ヨリ相成候モノ
ニテ眼前小利ヲ射ルノ軽挙等二無之儀助外一人共其辺ハ自ラ覚知シ専ラ製造
品二丹誠工風イタシ候事二有之就テハ皇国ノ物産欺詐ノ製作ナシ漸次二輸出
品ヲ増加セシムルノ端緒二付本局ニオイテモ成丈保護イタシ往々隆盛二至リ
候様仕度既二英国へ二便澳国ヘ一便荷物差出シ澳国ノ方へ近I猶送致可致手
配ニテ無間断連綿差出候運ヒニ有之然ル処右無遅延物品製出順次輸送イタシ
候二付テハ各職へ製造手間代内金相渡又買入物ノ為メ到底資本金四万円余必
用ニテ内壱万円余ハ会社ニテ相弁候へ共三万円ノ産繰方何分難出来最前佐野
副総裁ヨリ金融ノ儀ハ如何様ニモイタシ可遣旨兼テ申聞候趣ヲ以テ拝借金ノ
儀今般願書差出申候一鉢会社於テモ夫々支償ノ目的有之候処同社ノ荷物先般
官品卜共二伊豆沖ニテ沈没イタシ損毛不少殆融通ノ道ヲ失ヒ候段無余儀次第
二有之且ハ彼是自国ノ締約トモ違ヒ抑副総裁御国産繁殖ノ基礎方法ヲ旨トシ
両人共二兼I申諭シ候次第モ有之候末英国事務官長卜数回往復井我事務官ヨ
リ応答ノ末取結候儀二付会社融通不相成□今更破約難致儀二有之其段申立別
途御出方相願度場合二候へ共本年第百六号御達ノ趣モ有之候儀二付右上申ハ
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差拍本局オイテ三井組三野村利左衛門へ顛末詳細申談金融方相托候処至極了
解イタシ本局保証二相立候ヘハ前者ノ金額用弁可致旨申聞候会社出納物品製
造等二付テハ本局二於テ別紙六号ノ通リ諸事検査イタシ候儀ニテ方々返済方
等ヲ誤候懸念無之候二付兼テ相伺置候本局事務章程御処分御一定マデノ処暫
保証二相立融通為致申度存候此段相伺候也（十月大蔵）
松尾儀助・若井兼三郎願博覧会事務局宛
乍恐奉願上候我々儀昨年澳国首府博覧会事務官随行被命彼地罷越滞府中佐野
副総裁殿其御外皇国物産ノ輸出ヲ増加為致度トノ御趣意ニテ右ノ手続御懇切
御取調ノ処英国ロンドンアレキサンドル商会井澳国ウインナ府商トラウヨリ
日本物産引請売弘度二付約定致度段申出候二付諸事御取調御談判ノ末会社総
代我々名前ヲ以向後御国産売渡シ可□旨条約御取結ヒ被成下候畳元ノマ、
難有仕合奉存候就テハ固ヨリ曖昧ノ我々身元モ手薄罷在候段相歎処佐野副総
裁殿ヨリ此儀ハ御国産ノ繁殖輸出増加ノ基就中外国都府ノ商店卜条約取結ノ
発端二付万事御保護且資本金ノ融通等モ被成下候条丹精可致旨被仰達方二難
有一際実効相立度心得ニテ精々尽力罷在就テハ於当地相当ノ商店取設最早諸
品製造ノ手順相運ヒ候半テ不相叶二付製造所其外夫々仕組相互且諸県ノ名産
等相集候儀二付御局御手数ヲモ相願夫々手配任兼テ御届仕候通ート荷ハ去月
差送其後ノ手配精々苦慮仕候へ共身元手薄罷在何分物品仕入難相付去ロ一日
モ因循仕候テハ不相済儀ハ勿論僅ノ荷物差送候儀訳ニモ至リ兼自然破約二相
成候様ノ儀出来候テハ第一御趣意モ相立且我々ニオイテハ猶更遺憾ノ至リニ
奉存候条前段ノ手続御憐察被成下資本用金三万円格別ノ御吟味ヲ以御拝借被
仰付被下度尤御返納ノ儀ハ明治八年ヨリ向五ヶ年賦ニシテ年五朱ノ判定相添
毎歳十二月聯無相違御返納可仕候条何卒右願ノ通御聞済被下置度依之別紙目
論見凡見込書相添此段奉歎願候以上（九月大蔵）
本社仕入物品代壱ヶ年凡積高井右仕入二付資本金見込高左ノ通
一金壱万四千円 蒔絵筆笥小盆，其外仕入高
此資本金 東京西京会津其外木地職塗師蒔絵職一閑張職等手
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付金
一金六千円 蒔絵諸具古物井出来合品仕入高
此資本金五千円 重二現金買二付手附金卜違資金余分入用
一金壱万弐千円 銅鋏器及七宝各種東京加賀高岡西京佐渡尾
張其外ノ製品仕入高
此資本金四千五百円 右諸国会社井職工へ手附金
一金四千円 古銅器仕入高
此資本金三千円 重二現金買二付資本金余分入用
一金八千円 寄木細工竹木細工類仕入高
此資本金弐千五百円 静岡有馬其外卜□等ノ職工へ手付金
一金八千円 紐組文房具小間物象牙細工扇傘歯磨絵手遊類仕入高
此資本金三千円 西京東京其他諸職工へ手附金
一金七千円 織物縫物組物類仕入高
此資本金三千円 西京東京郡内等ノ諸工商へ手附金
一金八千五百円 陶器絵付所製造所高
此資本金四千五百円 白地陶器代地金井打手間画具其他手間代手付共
内弐千五百円ハ既二払出シ候分
一金壱万弐千円 各県陶器仕入高
此資本金五千円 有田三河尾張淡路西京九谷薩摩等へ手附金
内金三千円ハ既二払出シ候分
一金弐千円 紅茶明年新製品仕入高
内資本金千五百円 青葉買付元手
一金弐千五百円
但資本金
会社流動常備金
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起立工商会社と松尾儀助（角山）
仕入高
合計金八万千五百円
此資本金井流動金三万九千五百円
外ニ
金十円
金五百円
会社取設諸造作代
但半ハ既二出金ノ分
陶器製造絵付所取設入用
但既二出金ノ分
金千円 竹川町会社本店御払下代金三分ノー官納分
一金弐千五百円
資本
通計金四万弐千円
内
壱万弐千円
三万円
会社人員出金候分
向五ヶ年間官借ヲ仰候分
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前書ノ通物品仕入代金壱ヶ年分凡積二御坐候別紙本文願ノ金高ノ通順次御拝
借被仰付被成下置候様奉願上候
金壱万五千円
金五千円． 
金壱万円
金千五百円
金千百拾七円
当九月御下渡
当十月御下渡
当十二月御下渡
会社雑費井召使月給
利益金高ノ壱割
右ハ会社人員利益割付金
合計金壱万弐千百拾五円
右ハ初年壱ヶ年ノ積リ
但初年目安 金九百四拾五円不足
二年目 金六百四拾五円不足
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三年目 金三百四拾五円不足
四年目 金四拾五円 不足
五年目 金弐百五拾五円有余
六年目 金六千五百五拾五円 有余
有余金合計六千八百拾円
不足金合計千九百八拾円
差引
有余金四千八百三拾円
六ヶ年目資本金居リ
一金四千八百三拾円 六ヶ年分有余金
一金三万円 御拝借金返納済
一金壱万弐千円 会社人員出金分
合計金四万六千八百三拾円
当会社輸出品代金一ヶ年分凡積書
一金八万千五百円 内金一万五百円 本社売立
金四万円 英国送
金三万円 澳国送
右ハ英澳両国其外注文品銅器陶器漆器其外小間物類当会社ヨリーヶ年
ノ輸出品代金高凡積二御坐候
右ハ精巧ヲ尽シ候真正ノ食品ノ相撰差送候儀二付追々信義ヲ得候上ハ猶一層
増殖可仕儀二御坐候
一金弐拾万円
右ハ澳国ウインナ滞府中取調候同府茶商トラウ店ニテ売捌支那紅茶一ヶ年分
ノ代金高二御坐候依テ右相場聞糸Lシ候処日本製茶卜比較仕候ヘハ高価二相当
リ候二付向後日本製茶卜比較仕候ヘハ高価二相当リ候二付向後日本新製紅茶
安価ヲ以可差送旨右トラウト約定致置候二付此度見本紅茶差遣シ申候追年右
金高ノ紅茶輸出可仕見込二御坐候（大蔵）
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［第一号］書翰 佐野常民書翰（オーベン宛）
澳国博覧会二備候タメ日本政府ヨリ建築致シ候建家一式井庭石灯籠類不残貴
下ノ周旋ヲ以テシーデンヘルムバレスニ御買入相成二付テハ来ル十一月一日
午後第二時雙方立会御引換可致候
建家庭物取崩方荷造リハ拙者二看督依託セラレ候二付入念荷造出来候様指揮
致シ可申候其上運送方ノ儀ハ貴下方ニテ万端御取計可申之候
建家庭石類取崩荷栴可致大工庭方ノ食料手間代人足雇賃井保護用諸材縄菰類
ノ代料ハ一切貴下ヨリ御払渡シ可有之候
英国へ輸送ノ上建築ノ為メ日本大工御借受被成度段御頼二付此度召連来候大
工棟梁一人小頭二人庭造小頭一人御貸渡可申同人共能ク勉強イタシ候儀ハ貴
下ニモ当所二於テ実際御目撃之有候事ニテ拙者二於テモ正二保証卜相成可申
候
英国二於テ建家ノ地位ハ貴下御指揮可之有建築二取掛金備候マテハ日本ノ築
造法ヲ以テ取建候事故総テ日本及ヒ庭方二必委托可之有候日本大工井庭方共
ヨリ英国大工井人足等手伝ノ為ノ雇入方申出候節ハ申出人数ノ通速二御雇入
可被遣右ノ雇人ハ日本大工及庭方等ノ指揮ハ不背十分勉励候様御命可之有候
建家二入用ノ品申出次第御整可有之候大工庭方ノ手間代食料往返旅費食料共
総テ貴下ヨリ御払渡可之有候
此大工棟梁井小頭共ノ儀ハ其職業二長シ候者相撰博覧会事務官附属申付召連
来候者共二付其身分相当ノ御取扱相成度候右ノヶ条ハ総テ貴下ヲ保証卜致シ
候間一々御承知ノ上御異論無此候ハバ速二条約取結申度早々貴報待入申候也
（大蔵）
［第二号］アレキサンドル遊園会社ヨリ日本職工相雇候定約二付フヒリッツ
クンリツブオーベン氏トドクトルワクネル氏卜談判ノ書付
ービーシーウヒンクレル氏エワンス氏井松尾氏其外職工三人及植木屋共
十二月二十五日出立事
但同月廿九日頃竜動へ到著可相成候事
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一右職工等ノ払方ハ左ノ通オーベン氏引受可申事
松尾 一ヶ月二付 二十三ポンド
近藤同 十八ポンド
山添同 十八ポンド
静岡 同 十六ポンド十シルリング
宮城同 同
但右ノ割合ヲ以一週毎二相払可申事
ー旅中ノ入費亦オーベン氏ヨリ相払可申事
ーアレキサントル遊園会社ノ長ヨリ英国ノ各所遊覧ノ為メーヶ月ノ開ク日本
職エニ相与可申事
但維納府ヨリ相廻候建家材其外竜動へ相達スル迄ハ定テーヶ月間ヲ費シ
可申因テ職工英国へ到着次第右所遊覧ヲ先ニスヘキ事
ーアレキサントル遊園会社ヨリ旅費トシテ三十ポンド職工へ相遣シ事
ーインスベクトルハーゲン氏右遊園ノ近傍へ旅宿ヲ取立置職工著次第同人案
内可致事
ー一切払方ハ松尾ノ手二相渡シ可申事（大蔵）
十二月十九日 ビークンリップオーベン
［第三号］事務官塩田真書翰
今度澳国博覧会二建築セル日本家作ヲ被引移右ニテ日本所産ノ物放品御売捌
相成度二付諸品検査ノ上廻漕可為致段御依托被成致承知候因テ取計振益左二
取調申候間御一見可被下候
一日本東京博覧会事務局ノ用達中正実ナル商人共外国へ輸出可相成物産ヲ精
良造出セシ事ヲ企望シテ新二会社ヲ取結申候因テ自今其売店二輸送スヘキ物
品ハ此会社ヨリ差送可申二付物品御注文被成時ハ同会社ヨリ差送可申二付物
品御注文被成時ハ同社へ直二御注文通有之度候事
一日本産物同社二於テ取扱候分ハ欧羅巴風ノ物品二擬似セス新古日本風ノ形
状画図ヲ用ヒ精良丈夫ヲ旨トシ然モ其価可成廉価二出来イタシ外国人ノ需用
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二応シ候様注意方申付候事
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ー同社ニテ取調候物品以来製造成就ノ節ハ其品ノ巧拙善悪ハ拙者之ヲ監定シ
粗悪ナルハ取除キ精良品ニハ拙者ノ検印ヲ押テ清品ノ証トシ其上貴地へ為差
送可申候事
ー毎時物品御注文ノ節ハ為手金金高十分ノニヲ同社へ御渡相成度是ハ横浜英
国バンクヨリ諸取候様イタシ度残金ノ儀ハ注文時日ヨリ凡三ヶ月ヲ過キ荷物
船積ノ上船ノ受取書井運賃諸取書難破請負金受取書トー併シテ会社ノ者ヨリ
同バンクヘ相渡候二付即時皆金繰替相渡候様イタシ度此段前以同バンクヘ御
引会置被下度候事
一品物輸送ノ節急送スヘキハ気車二積入其急ナラサルハ帆船へ托シ可申二付
注文ノ節緩急共御申越有之候様イタシ度候事
一品物差送候節ハ十分丁寧二荷詰為致候ハ申迄モ無之儀二候へ共万一損傷有
之候共拙者ハ勿論同社二於テ償方等ノ関係一切無之候乍併多少ノ損破度二有
之節ハ随テ我国輸出ノ数ヲ減シ損害不少儀二付於テ拙者モ深ク注意シ格別二
入念荷作為致可申候事
大略右ノ振合二取定置申度候
今度澳国博覧会場内日本滸園ナル売店二於テ売捌候諸品ノ原価凡貴国貨幣一
万ポンド程二有之右二比較樹酌シテ先其半高金五千ポンド丈ノ品物ヲ同社ヨ
リ為差送可申然ル時ハ一時御開店ニハ御差支無之事卜存候且手金ハ前条二照
準シ五千ポンド十分ノニ即千ポンド於当地御渡相成候ハ、社中ノ者掃国イタ
シ候二付速二諸品注文為可申候尤今般ハ初注文ノ儀二有之別段新規注文イタ
シ精良品為造出候間時日相掛可申千八百七十四年第五月ニハ品物出来可致候
間同月前条ノ通残金四千ポンド其他諸入費共船積切手卜引換横浜バンクヨリ
同社へ相渡候様御取計被下度候事
漆器 陶器 銅器 織物縫物類
寄木細工竹細工小間物（象牙細工，扇団扇，藤細工，手遊類） 茶
紙
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先右等ノ品々ニシテ多寡樹酌シ差送候様同社へ可申付候事（大蔵）
［第四号］オーベン書翰（佐野常民宛）
維納府博覧会場二築調アリシ日本ノ村店ヲ英国倫頓府二移スニ至リシ事ノ始
末ヲ閣下能ク顧思シ給ハン事ヲ欲シ今妥二其趣意ヲ具状ス最初此村店ヲ移ス
事二付英国ヨリ「クリスタルパレス」及「アレクサンドルバレス」社中ニテ
ハ唯村店ヲ買求是ヲ彼地二移ス事ノミヲ趣意トセシニ「アレクサンドルパレ
ス」社中二於テハ貴重ノ「メンブル」（仲間）両度維納府二出張其事ヲ談判シ
タリ最初出張ノトキ既二日本店ヲシテ唯博覧会場二築調セシ目的ヲ以テセス
是ヲ永ク欧州二存シ置シト欲スル閣下ノ目的ヲ了解シ且欧州人ヨリ請求スル
日本ノ物産ハ維納博覧会二出品シタル商工二依テ求ムルトキハ真実日本ノ物
産タル名評ヲ失ハサル精巧ノ物品ヲ求メ得ヘキ疑ヒナシ畢覚此商工ヲ以テ欧
州ヨリ注文スル物品ヲ調出スルノ中心トスヘキ閣下ノ目的二同心シタリ其後
十月社中ノ統領グリーニング氏首長ボーウイス氏ヲ同伴シテ維納府へ出張シ
タリ斯ノ如キアレキサンドルパレス社中ヨリ両度其社中ノ人員ヲ出張ナサシ
ムルノ間ニテ屡閣下卜接肩シ互二其意見ヲ陳述シタリ将予大貌利太尼国ノ名
代トシテ維納府到着以来不計日本事務官卜大貌利太尼事務官トノ間二懇篤ナ
ル交誼ヲ生シ閣下頻二尽カアリテ日本国ノ製産ヲ開明セントスルノ事業其一
端ヲ開クニ至レリ予ハ亦閣下ノ目算シタル最細小ノ事件迄逐一成就ナサシメ
ント断然決定シタル「アレキサンドルパレス」社中ノ真意二閣下二細説シ是
ヲ承領シ給ハン事ヲ建議シタリ依之最初村店ヲ聞クニ当リ要用ナル物産ヲ備
フルガ為メノ手続ヲ記シタルー書ヲ十月下旬塩田氏認メ閣下是ヲ予二投与シ
タリ尤此物品ハ精巧ノ物ニシテ維納府二於テ専ラ世人ノ観賞ヲ受ケシ村店二
テ売繋二適当ナルモノヲ検ムヘキナリ貴輸ノ報答トシテ閣下二呈タル予力書
翰及物品買入ノ為メ「アレクサンドルパレス」社中ヨリ出シタル為換切手共
閣下是ヲ収手セシト聞ク事務官ニテ検査シタル物品ハ英国中専売ノ事ヲ社中
ヨリ予二托シテ予是ヲ閣下二頼話セシ事ハ初度買入ノ物ハ今般博覧会へ出品
シテ審査官ノ褒賞ヲ受ケ其名誉ヲ顕セシエ商観賞ノ為メ事務官ニテ懇切二是
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ヲ検査周旋スルニ付所謂専売ノ事不苦許スヘシト承知セリ又閣下帰朝ノ上ハ
良二永続スヘキ専売ノ仕方モ立得ヘキ哉卜聞ク然ル上ハ「アレクサンドルパ
レス」社中ニテ日本村店ヲ倫頓二設ケ良好ノ物品売捌ノ中心卜為サント欲ス
ル目論見二同心尽カシタル功労ノ賞与ヲ得ルモノナルベシ閣下右ノ条件ヲ熟
考シ且予力兼テ懇願セシ所ノ物件貫通スヘキ哉卜高判シ給フ趣意ヲ設答アラ
ハ是ヲ「アレキサンドルパレス」社中二通知スル事予力希望スル所ナリ頓首
敬白（於維納府千八百七十三年十二月廿六日大蔵）
英国アレキサンドルパレス会社へ建物売渡及ヒエ商会社ヨリ御国品差送方
ノ顛末書
澳国博覧会区内へ築造セシ御国製ノ家屋二於テ陶器織物漆器銅器其外細少ノ
物品迄売捌キシ所家屋ノ風流ナルト御国品ノ珍重ナルトヲ愛シ観客群集シ多
少其品ヲ購求シテ空手立去ルノ人ハ殆卜之レナルガ如ク且外商ノ内一時二数
多買求メ退テ反売スルモノモ不少是ハ維府商人ノ店ヲ一過シ親シク認メ得タ
レハ疑ヲ容レサル処ナリサレハ品評モ随テ高ク真二声価ヲ得ルト云フヘキカ
当時英国事務官長ヲーベンヨリ同国アレキサンドルバルク会社ノ企望ナル由
ヲ以テ右家屋ヲ同国首府倫頓二移シ此家屋二於テ我物品ヲ売繋カントシ先ツ
家屋ヲ求メ度ノ談判ヲ来シタリ萩二於テ神社楽殿左右二箇ノ商店及ヒ園中ノ
灯籠木石等一切ノ価到底六百ポンドト決定シ運送ノ冗費ハ我二於テ関係ナキ
ノ旨ヲ以テ談判行届キ次デ此家屋ヲ倫頓二於テ再ヒ取建シカ為我大工職及ヒ
庭作リノ者相雇度旨モ申越シタルニ依リ併テ別紙第一号ノ書翰ヲ投セシニ異
議ナキ趣此書ニオーベン加筆調印シ又其大工等賃銀ハ第二号ドクトルワクネ
ルト右オーベントノ談判結末書ノ如ク決定セリ而シテ此店二於テ売捌クヘキ
物品ハ何レモ今度博覧会二出品セシモノヽ如ク精製良出其形状画図等ノ如キ
モ直二日本ノ風彩ヲ用ヒ敢テ欧羅巴品二擬似セス代価ノ如キモ成ルヘク低価
ヲ要スルノ旨等襖1懇談ヲ来シ其方法等我ヨリ書面ニテ示スヘシトノ趣ナル
二依リ即第三号塩田事務官ヨリノ書面ヲ遺シタリ其後面語往復数回二渉リ取
捨異同有之畢党彼ノ懇願眼目トスル処ハ今度博覧会へ陳列セシモノヽ如ク何
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レモ精妙二出来加フルニ物品二我官府ノ印ヲ□シ英国二取寄セ夫ヨリ欧州各
所へ分配広ク売捌キ度トノ意ニテ独専売ヲ要スルニアリト雖トモ此儀ハ大二
外各国二差響キ且官府於テ拒絶スルニ於テハ結句談判ノ纏マルヘキ様ナク且
ハ御国輸出品ヲ増殖スルノ御主意モ難被行因テ参互熟考ノ処分今度澳国博覧
会へ出品セシモノハ新二製造スル処ニテ大二高評ク得自然職工共於テモ厚ク
御趣意ヲ遵守シ遂二其丹誠モ相顕シシ事二付益其職業ヲ奨励シ傍ラ褒賞ノ訳
ヲ以テ本局於テ之ヲ保護シ再ヒ物品製出ノ儀申付年限ヲ立其適当ナルモノへ
ハ査印ヲ調シ候ハヽ大二製品ノ良好ヲ勧誘シ可申然幸ヒ当府へ召連来候商人
共ノ内新二会社ヲ結ヒ広ク商法ヲ営ムヘキノ金アリテ社名ヲ工商会社卜号シ
合併極テ良好ノ物ヲ製造シ外国人二信義ヲ取リ永ク商法繁栄ノ道ヲ開度就テ
ハアレキサンドルバルク社中へ差送ルヘキ物品ハエ商会社ニテ引受製造ノ諸
品精良ニシテ価適当ナルヘキモノハ博覧会事務官於テ査印ヲ調スルノ可否ハ
方今決定スル処ニアラスト雖トモ今此博覧会二陳列セシ物品二因テ我商人共
ノ内外国商人ヨリ物品製出ノ請二応シ一時事務官於テ其如何ヲ検査スルニ於
テハ障碍アルヘキニアラス且右エ商共二於テハ兼I御主意ヲ奉載シ此度博覧
会ノー挙二於テハ事実幾許力功労アル者共二付後来ノ処ハ追テ公論二依テ決
定スヘク先ツ最初一回ノ処ハ願意許容イタシ即右ノ趣ヲ以テオーベンヘ申談
セシ処同意イタシ別紙第四号書面差越候（大蔵）
［第六号］起立工商会社保護定限
第一 会社ヨリ英澳両国二輸送スル物品製作ノ精粗売価ノ当否ヲ点検議定ス
第二 会社毎月出納ノ金額ハ翌月十日ヲ之ヲ検査ス
第三 会社二於テ物品注文スルニ先ツ本局ニテ其多寡ヲ検知ス
第四 会社二於テ閣キ買入品及急迅ノ誂文物ハ総代人見込ヲ以テ其事ヲ了シ
後届出サシム
第五 会社二於テ三井組ヨリ金借若クハ返金ノ節ーI本局ノ検印ヲ得セシム
第六 会社二於テ自今備ヘタル資本金四万千五百円ノ外臨時地借ヲ為スヘキ
時ハ先ツ本局二許可ヲ請シム
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第七 入社ヲ望ム者アルトキハ其姓名及身元金等ノ次第詳細記載シ総代人見
込ヲ附シテ決ヲ本局二取ラシム
第八 会社売品ハ総テ価格ヲ定メ豪モ直取引セシメス
第九 英澳両国ハ勿論他邦卜雖モ別段ノ誂文申来ヘキハ之ヲ届出サシム
第十 英澳両国二送ル物品目録ハ先ツ和文ノモノヲ出シ検閲ヲ請テ後チ
横文目録ヲ製シ再ヒ出シテ検閲ヲ請ハシム
第十一 売品ノ儀二付内外国人ノ差縫出来スルトモ本局二於テ一切関係セス
但英国アレキサンドルハレース会社ハ倹約事由中ノ事故二因テハ本局関
係セザルヲ得ズ
第五第六ノ両条ハ今般三井組ヨリノ金借行届候上ハ本文ノ通掲載致候積
二候（大蔵）
［第七号］工商会社総代人松尾儀助外一人物品製造資本金トシテ三万円三
井組ヨリ借用二付事務局此保証二相立上ハ十分会社ヲ監視セザルヘカラス
其要領ハ別紙保護定限ノ通リタリト云共□不定尚其細目ハ即左二掲ク
第一節 会社借用ノ金一万五千円ハ別紙一号証書ノ如ク明治八年ヨリ五ケ年
賦毎年十一月金三千円ヲ返戻セシメ金高年ー割ノ利子ヲ毎年両次二三井組へ
払ハシム元金利子ヲ払フ時ハ必ス本局二告テ後行ハレム
第二節 右ノー万五千円ハ諸職工物品製造ノ手付金トシテ先キ渡シ為スヲ以
テ臨時注文ノ手付金又ハ造リ成ル物品代価ヲ払ヒ渡ス用ヲナサズト見倣シ依
テ第三節ノ約定ヲ結フ
第三節 年賦借用一万五千円ノ外別ニ一万五千円ハ臨時融通金卜為シ別紙第
二号ノ約定証書ヲ取換サシム此金額中其時所用ノ目的ヲ概算シ返期ヲ定メ帳
簿二記シテ本局二出サシム本局其所用ノ良否ヲ究痰シテ後検印ス三井組二於
テハ本局官員ノ検印ヲ証トシテ直二之ヲ貸与ス返期ニハ基金高月一分ノ割ヲ
以テ日歩ノ利子ヲ添へ返還セシメ帳簿二三井組ノ受証印ヲ得テ後本局二出ス
第四節 右ノ融通一万五千円ハ金一時ノ流通ナレハ其返期年ヶ月ヨリー両月
二過ギザル事多カルヘシ然レトモ不時伺済ニテ現金ノ買入物アルカ又臨時別
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注文等アリテ注文主ヨリ手金受取ルトモ職工手付金渡シニ不足ナル時等ハ機
二応シ返期数閲月二至ル事モアルヘシ其返期タルヤ通常横浜ハ出荷シ同所オ
リエンタルバンクヨリ物品代価其外ノ諸費ヲ時日ヲ暗認シテ以テ之ヲ定ム且
オリエンタルバンクヨリ金子受取タル時ハ三井組ノ紹介アルヲ以受取タル金
額中ヨリ此借用金及利子ヲ直二三井組ニテ差引トモ妨ナシ返期未夕至ラサル
モノハ此限ニアラス
第五節 会社ハ諸職工製造物ヲ進歩精良ナラシメ輸出品ノ増加セシ事計ルカ
為メニ設クルモノナレハ本局工業科ノ一部分ノ如ク看倣シ官員公暇二且夕見
巡リ物品製ノ方法形状及売価ノ当否等ヲ協議シ些ノ注文物買入物卜云トモ容
易二見過ス事ナカルヘシ
第六節 会社毎月出納ノ清算書ハ翌月七日二限リ本帳卜割印シテ之ヲ本局二
送致セシムル事別紙保護定限二掲グルト云ヘトモ尚本局官員毎月三八ノ日会
社二至リ本帳日ー帳等ヲ熟見ス若不都合ノ儀有之時ハ直二本局長官二於テ厳
重取締ノ処分二致スヘシ
第七節 会社金銀出納帳簿類ハ実地ヲ検シ追テ全備セシムベケレトモ先資本
一万五千円及会社総代人共出金ノロト臨時借用融通金ノロト臨時借用融通金
ノロトヲ仕払方口二混乱混合セサル便利ノ方法ヲ取設クルヘシ（大蔵）
［第一号］ 借用金証書
金壱万五千円也 利足年壱割ノ定
右ハ英澳両国へ輸出陶器漆器其外仕入資本金トシテ借用致候処実正也但利足
毎年六月十一月両度二相渡可申元金返済ノ儀ハ来明治八年ヨリ向五ケ年賦二
シテ毎年十一月三千円宛返納明治十二年十一月限柳無滞御返済可致候後日借
用証書初如件
明治七年十一月
三井組御中
博覧会事務局事務局 若井 兼三郎
松尾儀助
前書ノ通柳相違無之若亦違約二相成欺亦ハ鮮社等ノ節ハ当局ヨリ証書面約定
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通ノ元利金高下渡可申為後証奥書致候也（大蔵）
［第二号］ 約定証書
博覧会事務局御印
掛・ 御印
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英澳両国へ輸出ノ陶器銅器漆器茶其外仕入資本トシテ金三万円博覧会事務局
願済ノ上貴店ヨリ金壱万五千円五ケ年賦ニシテ別紙証書面ノ通借用致シ残金
壱万五千円ノ儀ハ明治八年ヨリ同十二年迄合五ケ年間融通ノ儀御依頼申入候
処御聞済相成候上ハ右金子借用ノ時二期月相定メ証書へ事務御局御検印相願
候上右借用ノ金高年壱割弐分ノ割合ヲ以借用日限中日歩ニテ利足差出可申尤
此壱万五千円融通御頼申入候ハ初年二限リ翌年ヨリ年I三千円宛融通高相減
可申候為後日約定証書切如件（大蔵）
明治七年十一月 博覧会事務局御用達 若井兼三郎
松尾儀助
三井組御中
前書ノ通相違無之臨時借入候節ハ本局保証相立可申候也
左院議案財務課主査
博覧会事務局印
掛 印
大蔵省伺外国輸送ノ御国品製造資本闊乏二付云Iノ儀博覧会事務局具状ノ趣
共併テ審按候処根元事務局ヨリ物産繁殖ノ基礎ヲ旨トシ両人共二申諭シ英国
事務局官長卜応答ノ末締約致候儀二付会社融通不相成口破約難致故ヲ以三井
組三野村利左衛門へ金融方相托シ事務局保証二相立候儀ハ官府商業二関シ候
様相見如何□不都合二有之候二付同局へ篤卜照会二及ヒ候処何分佐野常民先
方二於テ処分ノ末今更致方モ無之殊二即今差掛リ候儀二付不得止右ノ通取計
候ニテ近I佐野常民帰国ノ上ハ諸方取極可相伺積ノ旨申出事情無余儀次第二
付此度限御聞届追テ同局規程御裁決相成候方可然御指令按左二相伺候也(+
二月十七日大蔵）
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明治九年七月五日
東京府下起立工商会社保続ノ為三万円年賦貸下資本金臨時闊乏ノトキ
三十万円マデハ貸与ス
内務大蔵両省伺
旧澳国博覧会事務局ヨリ今般内務省へ引継相成候起立工商会社ノ儀ハ右事務
官へ随行ノ内佐賀県士族松尾儀助東京府平民若井兼三郎ノ両人彼地在留中発
起シ副総裁及事務官ノ紹介保証ヲ以テ澳国維也納府ノ商タロー井英国倫敦府
アレキサンドルバシース商会卜本邦所産ノ物品輸送販売ノ結約ヲ為シ専ラ御
国産品海外輸出ヲ増進セシムルノ目的ヲ以成立候儀二有之然ル処右約定先ヨ
リ注文ノ物品仕入ノ資本二差問候ヨリ会社請願ノ儀二有之候二付去ル七年十
一月中大蔵省ヨリ伺済ニテ事務局保証二相立会社資本ノ所へ金三万円三井組
ヨリ借入ノ約定ヲナシ右ヲ以テ営業罷在候所今般勧商局ニテ統轄為致候上ハ
事務局取扱ノ順序二随ヒ証書等書替可致筈二候へ共元来人民相対上ノ貸借ヘ
政府於テ保証相立候姿二相当リ不都合ノ筋トモ被存且該社ノ体面一般私立会
社ノ様ニハ候へ共兼テ上申モイダシ置候通両国商人トモトノ約定等金ノ事務
官ノロロモ有之候儀ニテ該社ヘハ政府於テ特別ノ保護ヲ与フ可キ見込ノ由兼
テ彼方へ事務官ヨリ掛合書面ニモ相見へ亦彼ヨリモ政府保護ノ方法ヲモ承知
イタシ度旨申越有之候儀ニテ其保護ノ方法卜会社ノ規則トニ於テ彼レノ信極
テ得候トキハ愈輸出ヲ盛隆ナラシムルノ基トモ相成可申何レニモ特別ノ保護
ヲ与ヘサルヲ得サレ儀卜被存候間芳々目今三井組借入ノ金額ハ兼テ御達相成
居候救助其他一般貸出金百五十万円ノ内ヨリ三万円ーケ年六朱ノ利子ヲ付シ
更二該社へ貸渡同組へ返済為致政府ヘハ向三ケ年限リ明治十二年六月迄二社
中ノ醸金ヲ以テ返納ノ筈且又前項既約先ヨリ多分ノ注文品有之節在来ノ資本
金ニテハ一時差問候二付其都度品価検査ノ上臨時仕入資本トシテ三十万円迄
ハ大蔵省国債寮準備金ヲ以融通貸与致シ右物品売払代受取ノ節々相当ノ利子
ヲ付シ各地於テ直二領事館へ為換ノ名義ヲ以テ還納為致候ハヽ該社ノ信用ヲ
賛ケ漸次輸出品モ増進致且外国公債精神ノ都合ニモ相成候儀二付両者協議ノ
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上右等二相決右内務省ヨリ官員一両名ヲ該社へ派出取締向其他総テ監督為致
候様可仕此段上申候也（六月廿二日内務）本文中七年伺済云々ハ同年会社二載ス
上申ノ趣聞届候事（七月五日）
第五科議按大史歴査
内務大蔵両省上申東京府下起立工商会社保護ノタメ資本金三万円年賦貸下及
ヒ既約先ヨリ多分ノ注文品有之節在来ノ資本金ニテ難賄時ハ臨時仕入資本ト
シテ金三十万円迄ハ大蔵省第三類準備金ヲ以テ融通貸与致度儀二付継々具申
ノ趣ハ該社ノ信用ヲ賛ケ漸次輸出品増進可致見込二有之且外国公債消却ノ都
合ニモ相成候トノ儀二付上申ノ通御允許相成可然哉左按取調相伺候也（六月廿
六日内務）
明治十年十二月五日
東京府下起立工商会社ヲ保護ス
内務大蔵両省伺
東京起立工商会社ノ儀ハ昨九年六月中委曲上申同七月中御裁可有之ホ来営業
罷在候処登図ラン曾テ小石川戸崎町二於テ製造所ヲ開設ルタル高田新蔵卜申
者弥増事業ヲ拡張シ本邦漆器銅陶器七宝等有名ノ職工ヲ抜擢非常ノ賃金ヲ与
ヘ専ラ精巧ノ物品ヲ製作致シ候二付薄資ノエ商会社ニテハ何分諸職工雇役ノ
手段モ相立兼従前厚御主趣ヲ以テ成立致シ候営業モ連続難致趣申立候二付右
小石川製造所ノ内情篤卜探偵候処其実独逸アーレンス商会二於テ五拾万円余
ヲ該場資本二充テ飽マテ奮発終二本邦有名品ハ該商会ノ専売二可致目的ヲ以
テ巳二明年仏国大博覧会へ右物品ヲ展開シ本邦工作物ノ名誉ヲ占有スヘキ企
二有之若シ彼ヲシテ其目的ヲ遂ケシムルトキハ該社ノ興廃ハ預史差置我良工
ノ人民ハ全クーニ外人ノ役夫卜相成其損失不容易儀二付不得止事右等禦止ノ
為メ更ニエ商会社於テ物品製造所ヲ開設有名成長エヲ募リ各其業二応シ製作
シタル精巧ノ器物ヲ彼□二先立仏国博覧会へ出品致シ此際巴里府へ出店開設
欧州人ノ観賞ヲ起サシメ彼ヨリ注文ヲ来シ候様仕向単二本邦所産ノ声価ヲ維
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持候ヘハ広クエ商者ノ幸福トモ可相成筑二付特旨ヲ以テ右製造場建築及ヒ巴
里府出店資本トシテ貸渡定額金ノ内ヨリ金八万円本年ヨリ三ケ年二割合無利
足以起立工商会社へ貸下ケ返納方ハ明治十三年十四年ニケ年間貸据同十五年
ヨリ向十ケ年賦ーケ年金八千円ツヽ還納為致候筈両省協議ノ上及指令候尤内
務省ヨリ予テ官員一両名ヲ該社へ派出取締向其他総テ監督罷在候儀二付此段
上申候也（明治十一年廿六日）
上申ノ趣聞置候事（同二月五日）
別紙内務大蔵両省上申東京府下起立工商会社保護ノ儀審按候処具陳ノ趣無余
義相聞且右貸与金ハ昨年七月中御許可相成候貸渡定額金三拾万円ノ内ヨリ相
渡候趣ニテ不都合ノ廉モ不相見候間御聞置相成可然哉御指令按左二相伺候也
（十一月廿九日）
『太政類典』第四編第二十七巻第三類産業商業
明治十三年十一月二日
広業起立工商会社へ貸与金処分井峰真与炭坑開採資金貸下ヲ聴サス
大蔵省伺
東京府下
起立工商会社
36 
金弐拾万円 但利子年五分ヲ以出願ノ処米国卸売品仕引直年六分ヲ以貸与ノ積
入金貸与願
但貸与ノ月ヨリ満十ヶ月限リ米金ヲ以駐在領事官へ返納紙幣
交換相場ヲ以清算ノ積
右起立工商会社ノ儀ハ去ル明治六年澳国維也納府博覧会ノ節澳英両国一二商
社卜本邦産品輸送ノ約定ヲ為シ候ヨリ該物品仕入資本トシテーケ年金三拾万
円迄貸与ノ儀聴許致候義ノ処其後双方ノ都合モ有之充分ノ取引ニモ不立至折
柄明治九年米国費府博覧会へ社員共渡航売品等持渡候処特ノ外嗜好二適口粗
口路ノ見込モ相付候ヨリ同国紐育府へ支店開設其後仏国巴里府博覧会ノ節モ
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同府へ支店ヲ設候二就テハ既約ノ商社ハ前文ノ次第二付右三拾万円ハ米仏両
国へ輸送ノ物品仕入金二流用シ爾来引続経営罷在候処追々該邦商売等ノ信任
ヲ得殊二米国ノ方ハ物品モ多数二相捌候二随ヒ各都府取引先ヨリ往々物品卸
売ノ義ヲ請求イタシ来候処元来事業ノ目的タル美術品其他雑貨ノ小売二止リ
候儀二付該資本ニテハロモ請求二応シ難クニ付程能謝絶致居候処近来益卸売
ノ企業者多ク且米人ノ我製品ヲ嗜好スル者日二月二増加ノ勢ヒニテ販路ノ拡
張ヲ謀ルノ好機ハ此時二可有之トノ見込ヲ以テ従前多数ノ需用アル物品ノ内
先以五六品ノ卸売ヲ相開候積ニテ既二其手配二着手致置候儀ノ処従前小売品
ノ仕入スラ猶前文ノ景況ニテ益多額ヲ要スルノ際何分資金ノ融通不相付然リ
卜雖トモ直輸物品卸売ノ端緒ヲ相開候儀二付此好機ヲ不失様致度就テハ是迄
ノ資金三拾万円へ猶又前書ノ通増額貸与ノ儀願出申候右ハ自然直輸品売買上
我商権二影響ヲ及シ儀ニテ且該目今ノ景況ニテハ我物品販路拡張ノ事件卜被
存候
右三件ノ内前口件ハ本年八月三日付準備貸附方伺書へ添付一応申陳口置候儀
ニテ当省二於テ事業上監督致居是迄種々保護ヲモ差加へ殊二多分ノ資本モ貸
与致シ他ノ商人等ヲ誘披為致居候儀二付過般御裁可相成候正金銀行荷為換等
ノ種類へ難差加且又前書各項ノ如キヲ放任致置候テハ当初誘導ノ趣旨ニモ相
惇リ終二其画措モ画餅二属シ儀ノミナラス却テ政府財政上ノ損失ヲ醸成シ加
之右商社等ノ誘液二依テ海外直売等ノ端緒二就キタル他ノ商売等モ俄然方向
ヲ失フニ可立至哉卜存候尤広業商会井起立工商会社ノ儀ハ前文記述ノ通通商
ノ各地二支店ノ設モ有之従前貸与ノ分等ハ該地ノ正貨ヲ以上納ノ運ニモ相成
居候儀ニテ峰真与採収ノ石炭ハ清国上海及香港へ輸送販売ノ積二付何レモ収
入ノ実貨幣ヲ以返納為致候筈二付方今内地銀貨払底ノ際運転上ノ都合トモ相
成候儀二付芳特旨ヲ以願ノ通準備金ノ内ニテ貸与候様致度何レモ事業上切迫
ノ事情モ有之候二付至急御決裁有之度願書相添此段相伺候也<+三年十月四日
大蔵）
伺ノ趣広業及起立工商両会社へ貸金ノ儀ハ過般外国荷為換資本トシテ正金銀
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行へ預ケ入レノ儀特許セシ金三百万円ノ内ヨリ支出可致峰真与へ貸金ノ儀ハ
難聞届候事<+三年十一月二日）
拝借金御願
当一月以来清国上海市場皇国海産類非常二不面目ナル景況ヲ生シ価格日ヲ追
テ下落シ販売ノ路相塞リ候則別紙甲号ノ通当分店二於テ去歳一月ヨリ五月二
至ル販売約定高□ヒ渡シ済代金悉皆受取高等本年同月間取扱候分卜比較仕候
時ハ実二移敷減少ノ差ヲ相生シ従テ回金等モ別紙乙号ノ通去年一月ヨリ五月
迄ノ回銀ハ拾三万九千四百八弗余本年同月間ノ回銀ハ漸ク壱万三千百三十六
弗ニシテ僅二十分ノーニ過キス且又本年モ最早入梅ノ気節二相臨ミ候ヘハ例
年ノ通当分ノ間捗々敷売捌出来不申口二回銀モ無之儀二有之候然ルニ本年北
海道貸与金弐拾三万円八千円余去歳昆布収穫地ヨリ積取運賃並二上海港へ積
送リ運賃税金等二六万円余其外収獲地当用品買入代等多額ノ金円ヲ要シ候央
前陳ノ通上海港景況不宜力為メ物品販売代更二回銀無之金融ノ通相絶へ誠二
苦心罷在候不肖ノ私辱以来日子モ未夕不相立実効モ奏セサルノ際奉願上候ハ
如何共恐入候儀二付可相成丈従前ノ資金ヲ運転繰合致シ度口意ヲ以テ長崎大
阪神戸各店貸出金相止メ漸次引上ケ其余不足ノ分私所有ノ資金□ヒ自分ノ名
義ヲ以テ他方ヨリ一時借用差入候金即今拾万円余二及ヒ候固ヨリ薄資ノ私加
之方今世上一般不融通ノ折柄此末何分繰出可申見込無之去リ□テ貨物競売二
附スルトキハ必清商輩ノ機二乗シロ計ヲ設ケ益価格ヲシテ低落深沈セシムル
ハ勿論仮令其事無之共右様投売仕候トキハ狡猾ナル彼輩後来常二其轍ヲ踏マ
シメント欲スルノ弊害ヲ遺スハ必然ノ義卜存候然ルトキハ折角是マテ容易ナ
ラザル御保護卜丹精苦心ヲ以得タル声価ー朝泡沫ヲ属シ御国□ノー端ヲ相墜
シ候事二立至リ可申杞憂罷在候然二目下本年新貨仕入ノ中途二至リ前陳差支
ヲ相生シ如何可致哉大二迷津躊躇罷在候依之甚恐レ多キ次第ナカラ当時上海
店二送附有之候別紙丙号ノ貨物販売済マテ金拾万円当六月ヨリ来ル十一月迄
六ヶ月間拝借被為仰付度偏二奉嘆候左候ヘハ旧貨ハ依然持耐へ好機会ヲ計リ
販売シ新貨仕入モ無滞相調へ難有仕合二奉存候依之何卒前口
154 
起立工商会社と松尾儀助（角山） 283 
可然御洞察被成被下破格ノ御余議ヲ以テ御許可ノ程伏テ奉梱願儀且又返納ノ
義ハ貨物販売済ノ上ハ銀塊或ハ洋銀等現場ノ得失ヲ酌量回答仕奉上納候様致
シ度此段併セテ奉願上候也
明治十三年六月十日 広業商会
明治十四年八月八日
起立工商会社輸出品仕入資本貸与金年賦返納ヲ允シ今後荷為換貸与金ヲ停止
ス
大蔵省伺
起立工商会社へ輸出品仕入資本金トシテ準備運転金ノ中ヨリーケ年三拾万円
迄貸与ノ儀明治九年六月内務大蔵両省協議ノ上夫々上申御聞届相成爾後其旨
趣二依リ年四分ノ加息ヲ以テ明治十五年度迄貸据同十六年度ヨリ向十ケ年賦
ーケ年金三万円ツヽ返納ノ儀二致度段相伺候処伺ノ趣難聞届旨御指令相成敬
承仕候然ル処同会社出願ノ趣旨ハ最前上申ノ通米国輸送品ハ専ラ小売品ニシ
テ内地製造者ヨリ其物品ヲ仕入該地へ輸送販売致候迄ニハ時トシテ既二返納
ノ期限二迫リ夫力為無撼競売二附スル等往々商機ヲ誤リ候儀不少覚ニハ本邦
物産ノ声価ヲ落シ全般ノ貿易上其損害ヲ来スノ恐レモ有之且ツ仏国巴里府支
店ヲモ改革シ輸送ノ物品一層改良其販路ヲ拡張致度トノ見込ヲ以年賦返納願
出候儀二候へ共原来右仕入資本貸与ノ儀ハーケ年三拾万円迄ヲ限リ三万円乃
至五万円ツヽ内地於テ物品仕入ノ時々十二月限リ返納ノ定ヲ以貸与致シ海外
支店於テ其物品販売ノ上該地在留本邦領事館へ返納為致候儀二付随テ貸与シ
年々三拾万円迄ノ金額ハ常二貸与相成居候故二海外ヨリノ注文品相嵩ミ右金
額外ノ仕入物品二対シテモ正金銀行荷為換貸金ノ部分へ難差加事情モ有之候
間已二昨十三年十一月中御裁下ヲ得テ金弐拾万円十ケ月限リ返納ノ定メ以別
段荷為換金当省ヨリ貸与取計候ノ儀二有之其上右仕入資本ノ分ハ貸与ノ月日
各異ナルヲ以テ返納ノ期月モ亦夕各々同シカラス昨年貸与ノ分ハ明年二渉リ
テ返納シ本年繰返シ貸与ノ分ハ本年之ヲ返納スル等数項ノ決算連々年ヲ重ネ
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自然全額ノ決算完結ノ道モ難相立姿二付芳願ノ通年賦返納聞届前書当省ヨリ
貸与ノ荷為換金返納済ノ上ハ以後正金銀行ノ部分へ振替候見込ヲ以テ先般相
伺候儀二有之尚御指令ノ趣二依リ再考仕候得共前記ノ通年賦返納聞届以来貸
与致候儀措止メ候ハヽ其貸与スル金額ハ同一ニシテ而シテ当省於テハ前々貸
与金決算完結ノ道モ相立同会社ハ実際貿易上大二利便ヲ得可キ彼是便宜ノ次
第モ有之候間右事情御諒照会一応御評議ノ上先般上申ノ通御裁下相成候致度
此段再応相伺候也（十四年五月二日大蔵）
右ノ趣ハ格別ノ詮議ヲ以テ年賦返納聞届候条今後荷為換貸与ノ儀ハ可差上事
（十四年八月八日）
会計部議案
別紙大蔵省再伺起立工商会社輸出品仕入資本貸与金年賦返納ノ件ヲ案スルニ
右ハ前日御指令ノ趣モ有之処今般練々事状ヲ詳悉シ前伺ノ通リ貸与金三拾万
円ハ年四分ノ利ヲ以テ十五年度迄貸据十六年度ヨリ向十ケ年賦返納御許可相
成度旨二有之亦不得上モノト被存候依テ御聴許左案ノ通御指令相成可然哉仰
高裁候也（十四年八月二日会計検査院へ追牒）
『公文録』大蔵省 明治十五年八月第十二
［第一号三ーニ号］七月六日［受乾第六六六号］
起立工商会社米国支店卸シ売物品仕入金貸与ノ分返納延期願ノ義二付伺
『太政類典』第五編第二十巻産業商業 35 
稟候 一起立工商会社輸出品仕入資本貸与金年賦返納ヲ允シ荷為換貸与金ヲ
止ム
起立工商会社米国支店卸シ売物品仕入金トシテ明治十三年十一月中金拾円合
セテ金弐拾万円貸与致シ尤利子ハ年六分ノ割返納ノ義ハ貸与ノ日ヨリ満壱ケ
月限ヲ候処其後四ヶ月間延期聞届（此四ヶ月間□ロロロロロハ万ー物品不□
ロロロロロ余儀延期願出ル時ハ四ヶ月ヲ猶予シ利子ハ年壱割徴収スル義二予
メ達シ置候義二有之候）伍チ本年十月二月ノ期限二有之候処右金弐拾万円ノ
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内金拾万三千八百七拾八円八拾四銭六厘ハ漸ク返納相済即今残額金九万六千
百弐拾壱円拾五銭四厘二有之候此分追追期限モ満チ候二付先般来屡々厳重督
促及ヒ候処右卸シ売物品ハ本邦製扇団扇日傘堤燈等ノ類ニシテ年々米人本邦
へ渡来直仕入致シ居候処昨年ハ彼等モ数拾円ヲ仕入紐育市場二於テ起立工商
会社卜大競争ヲ為シ同社ヲ艇倒スヘキ企ニテ通常ノ延売ヲ十ヶ月ヲモ差延ヘ
格別下直二売出シ候二付同社ノ困難甚敷右等ノ情態別紙通申立就テハ十六年
十二月迄延期ノ義出願致シ審按候処洋商共二関渉候情実無余義筋二相聞且同
社諸帳簿等為取調候処全ク残品等有之候義ハ相違モ無之二付願ノ趣聞届候様
致度尤利子ハ期限後日数二応シ年壱割ノ積ヲ以テ徴収可致心得二有之候依之
同社ヨリ差出候書面写弐通相添此段相伺候至急御決栽ヲ仰キ候也
明治十五年七月五日
大蔵卿松方正義代理
参事院議長 山県有朋
太政大臣三条実実殿
伺之趣聞届候事
昭和十五年八月八日
［以下，願書については省略する］
卸売物品仕入金年賦返納願
拝借高金弐拾万円
金拾万円
外金拾万円
但本行拾万円ハ本年二月五日返納可社変更二口口分ノ加息ヲ以テ明治
十五年度ハ御貸据ロロロニ月三十日限返納願
『読売新聞』第8926~7号明治35年1月18~20日第5面
〇鳴呼松尾儀助氏（一）（我邦海外貿易の率先者）
前号既報の如く去十五日，鳴呼我が松尾儀助氏ハ澁焉として永眠に就けり。
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氏ハ旧佐賀藩の足軽にして，天保八年を以て肥前佐賀に生れ，長じて江戸に
来りて開成学校に入り，英語を修む。是れ実に氏が我国海外の率先者たるの
曙光にして，はた本邦芸術の養成者として偉勲を負ふの第一階たりし也。維
新後氏ハ大久保甲東の知遇を受けはじめて澳国に渡航し，萩にはじめて海外
貿易の端緒を起し，爾来三十有余年内外の博覧会に公私の展覧会に或ハ当業
者を奨励し，或ハ当局者を警醒氏，忠実真口殖産工芸に尽痒し，冥々の中国
華を中外に発揚したるに，悲しむべし晩年轄詞不遇，遂に風塵に潔倒し久し
＜肺患の冒す所となりしが今や起たず，鳴呼痛むべき哉。絃に氏が既往の事
歴を尋ねて聯か其霊を慰めむとす
▲大久保公の勧業主義を嗣ぐ 公ハ勧業上に国幣を消費するも之に依て智識
を得バ第一期の事業成れりとなせし人なり，公ハ明治五年を以て澳国大博覧
会出品事務総裁に任じらるや，従容松尾氏に謂つて日＜「事業の倒るときま
でやれ，武士気質を貫いて心に口しき所なくんバ政府ハ其損失を厭はず」と，
氏ハ此一言に励まされて「好し，拙者ハ公の志を承け，必らずやつて退けん，
若し顧みて心に疾しき所あれバ拙者ハ首と為らずんバ再び公に会見せじ」と
誓ひて遂に澳国派遣の命を帯びたり
0鳴呼松尾儀助氏（二）
▲口の旅行氏等ハ七十余人の日本隊を形り，仏国郵船ナギナタ号に搭じて
渡澳したるが，此内洋語に通じたるハ平山成信，山崎直胤の二氏のみ，他ハ
皆片言隻語も解する能はざるの口にして，松尾氏の如きハ数々市街に出でて
迷子となりしことあり。然れ共一行ハ皆武士気質なり，一億余万の外債ハ必
ず我々の手腕を振ふて償却すべしとの抱負を懐き勇気凛然すべからざるの風
あり
▲婦人を携へて失敗す 氏一日維納にあり旅館の嬢を誘ふて，公園を散歩し
心私に愛婦を携帯するの状を街ひたしも，未だ双々手を組みて歩行するに熟
れず，数々嬢の裾を踏みて哀れ彼女を顛倒せしめたり。ここに於て彼女ハ憤
然袂を払ふて氏を置き去りとしたれバ此日も迷子となりて維納市中をマゴ付
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きたるが氏ハ此失敗を回復せん為め，其翌ポーイに命じて一少美人を雇ひ，
自ら得たりとなせしに，翌日の維納新聞紙ハ堂々一欄を設けて「日本紳士売
女と同乗す」と題して大に其滑稽を嘲りたるに逍の氏も頗る閉口したり
▲澳国皇帝と三味線 此時澳国皇帝にハ親しく日本の美術を叡覧あらせ玉ふ
べき御沙汰あり，公使を経て一行七十余人の音楽を望まれたれども氏ハ只謡
曲の一端を知るのみ他も皆大同小異の連中なれども外ならぬ皇帝の御所望辞
し奉らんハ勇なきに似たりと，氏ハ大に奔走して漸く手踊の隠芸ある藤岡常
典氏を連れ来り渡辺洪基氏の夫人に三弦を弾かせて辛くも責を塞ぎたり，こ
こに於て
▲日本人の評判一時に澳国に広まる 機敏なる氏ハ窃に時機到れるを喜び，
忽ち製茶の販路を拡張せんと欲して其取調に従事したるも結果の終に面白か
らざるを察して更に工芸美術品の販売を試みたり，偶々維納の商人中望を日
本工芸品に属するものあり佐野常民氏に依て其取組を請求したれバ松尾氏乃
ち之に任じて其衝に当りたり，然るに此取組を実行せんと欲せバ勢維納に日
本商店を開かざるべからざるを以て氏ハ断乎として開店説を主張し異論の
□々を排して遂に一商店を開く
0鳴呼松尾儀助氏（三）
▲日本起立工商会社 其商店こそ即ち日本起立工商会社にて爾来励精業にカ
めて販路を拡張し僅に一年余にして二万余円を益したるより，蕎に異論を唱
へし者ハ自然に氏の卓見に服し，政府も亦氏を信じて漸く羽翼を伸べんとせ
り，明治七年氏の帰朝するや又々
▲米国費府大博覧会の開設 あるに際して大久保大隈の二氏また出品の事務
を統べ松尾氏をして再び工芸美術品の蒐集に与かしむ，ここに於て氏ハ蕎に
利する所の二万円を投じ尚ほ幾多の資本を投じて多くの物品を購入し，程な
く米国に渡りて大に日本美術の光輝を発揚したり
▲三十万円の補助危い処 之より先き政府ハ氏に約すらく斯業望あらバ政府
ハ三十万円を補助すべしと，蓋し氏ハ此後援を有して他まで武士的根性を振
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り廻せる者，費府大博覧会閉場の後総ての日本残品を集めて之を競売に付し
得る所の利益三万余円を以て彼地に一大商店を開く家賃ハーケ年七千二百円
なり，是れ紐育市頭に東洋帝国の光を放たしめたる日本起立工商会社なり，
居ること数月物品漸く減じて新荷未だ着せず，資本漸く欠乏を告げて政府亦
た約を履まず，氏乃ち帰朝して政府に迫れバ模様大に変じて河瀬秀治商務局
長たり，日＜今や西南に事ありて政府に余財なし三十万円到底支出する能は
ずと，談判六十余日に渡って氏が言未だ容れられず，氏乃ち憤慨大喝して曰
く，松尾儀助の破産ハ尚ほ可なり，日本政府の信用を奈伺せんと，因て起立
工商会社の朝開暮閉を痛嘆し，以て織に前約履行の運に接するを得たり
▲大に芸術家を奨励す 氏ハ政府の前約履行に力を得て大に内地の芸術家を
奨励し蒔絵漆器陶器七宝鋳金等の各部に対して自ら意匠を与へ価を厭わずし
て精巧優美の製作を為差閉めたり，即ち真葛香山，鈴木長吉，川之辺ー朝等
の諸氏を始め多数の大小芸術者を起たしめ工芸美術の売込みを為したれバ明
治十二年にハ七万円，十三年にハニ十万円，十四年にハ四十万円に及びて練
てハ百万円にも達せん好況を呈したるにて知るを得べし
▲失敗ハ来れり 然るに大久保公遭難以後ハ政府の方針ー変して起立工商会
社ハ俄に例の三十万円を償却せざるべからざる事となり次で銀貨下落の影響
を被りたれバ同社ハ維納紐育の両店共に他の本邦人に譲与せざるべからざる
悲運に陥り同氏ハ此に全く失敗没落の不幸を見るに至りたり爾後遂に再び起
つ能はず他の同輩ハ得意の境遇にあるにも係はらず遂に失意の中に終りたる
ハ惜しむべきことといふべし尚ほ氏ハ此他に東京美術学校貿易協会等の基礎
を創始せるの功績あるを以て，在京商工業者の錆々たるもの近頃相議して
▲叙勲の請願 を為すに至りたり然に此議ハ氏自ら提出せる経歴書「失敗始
末書」なるものあるに依て詮議ハ終に整はず僅に叙位の御沙汰にやみたりと
ぞ
『大阪朝日新聞』明治35年1月18日第5面
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●松尾儀助氏 我国の美術工芸品を外国市場に紹介したる元祖として亦起立
工商会社の社長として久しく貿易場裡に有名なりし松尾儀助氏は商工会社閉
鎖の後は一身の都合上殆んど退隠の位置にありしに旧蝋来中風症にて東京赤
十字社病院に入院のところ再昨十五日夜遂に死去せりといふ氏は旧佐賀藩人
にて明治初年の頃豪州博覧会に渡航し次で澳国維也納の博覧会に赴き大に我
国の美術，工芸を外国人に示し且之を販売するの利を知り次で米国費府の博
覧会の時には奮て尽力するところあり閉場後起立工商会社を起し仏米両国に
支店を設置して天下の工芸界を鼓舞し其輸出を奨励したるは世人の記憶する
ところなるべし晩年に至り気焔甚だ沖らざりしと雖も我国の陶器，漆器，其
他の美術工芸品が始めて世界に紹介せられて之が為めに国の品位を高くし爾
来貿易の重要品となるに至りしに就て氏の功績は甚だ大なりといふべし享年
六十七
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この論題には直接関連しないが，平成9年度社会経済史学会夏季シンポジウムで口頭
発表したが，美術史の取り組みにたいし，最近のアジアの視点からみる経済史の方法論の
みに終始することの危険性を問題にし，視点を替え明治初期の欧州への社会史の立場を
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いれながら経済的影響を輪じたが，関心はアジアに向けられていて，コメントをする研究
者の関心も，少なくとも明治20年代以後に関心があり，また万国博覧会の研究が，過去に
京大人文科学研究所で行われたが，このような系統的な研究，また経済的な見方は見られ
なかった。
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